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(57)【要約】
　立位の使用者を受け、その使用者を予め定められたリ
クライニング位へと移し、その使用者を予め定められた
リクライニング位で入浴させた後、その使用者を立位へ
と戻すことが可能なマルチポジション支持装置を用いた
入浴システム及びその方法。さらに、該システムは、ジ
ャグジーと、バネ部表面と、操作制御されるスプリンク
ラーと、マッサージ部と、乾燥機とを備える。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）角度位置を変更させることが可能な少なくともひとつのマルチポジション支持装置
と、（ｂ）少なくともひとつのスプリンクラーとを備えた入浴システム。
【請求項２】
請求項１において、前記マルチポジション支持装置は、（ａ）背部支持部と、（ｂ）着座
部と、（ｃ）少なくともひとつの脚支持部と、（ｄ）少なくともひとつの足支持部とを備
えたことを特徴とする入浴システム。
【請求項３】
請求項２において、前記マルチポジション支持装置は、（ａ）マルチポジション支持装置
基部と、（ｂ）少なくともひとつの腕支持部と、（ｃ）統合トイレとを備えたことを特徴
とする入浴システム。
【請求項４】
請求項３において、前記腕支持部は電動であることを特徴とする入浴システム。
【請求項５】
請求項２において、さらに、前記マルチポジション支持装置は、少なくともひとつのバネ
部表面を備えたことを特徴とする入浴システム。
【請求項６】
請求項５において、前記少なくともひとつのバネ部は、前記少なくともひとつのスプリン
クラーに組み込まれたことを特徴とする入浴システム。
【請求項７】
請求項５において、前記バネは板バネであることを特徴とする入浴システム。
【請求項８】
請求項５において、前記バネにカバーが張られたものであることを特徴とする入浴システ
ム。
【請求項９】
請求項５において、前記バネは有窓の支持領域と、少なくともひとつのバネ部と、接続領
域とを備えたことを特徴とする入浴システム。
【請求項１０】
請求項２において、さらに、前記マルチポジション支持装置は、
（ａ）前記装置の角度位置を変更するための少なくともひとつのエンジンと、
（ｂ）少なくともひとつの制御システムとを備え、
該少なくともひとつの制御システムは、使用者が前記マルチポジション装置から前方へ脱
落しうる角度位置に到達しないように防止することを特徴とする入浴システム。
【請求項１１】
請求項１０において、前記少なくともひとつの制御システムは前記少なくともひとつのス
プリンクラーを制御することを特徴とする入浴システム。
【請求項１２】
請求項１において、前記マルチポジション支持装置は水を保持することが可能であること
を特徴とする入浴システム。
【請求項１３】
請求項１２において、前記マルチポジション支持装置は少なくとも使用者の背中が水中に
浸るために必要な水位を維持することを特徴とする入浴システム。
【請求項１４】
請求項１２において、前記マルチポジション支持装置は少なくともひとつの水中に浸った
スプリンクラーを備えたことを特徴とする入浴システム。
【請求項１５】
請求項１２において、前記マルチポジション支持装置はジャグジー効果をもたらすことを
特徴とする入浴システム。
【請求項１６】
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請求項１５において、さらに、水ポンプ及び空気ポンプを備えたことを特徴とする入浴シ
ステム。
【請求項１７】
請求項１２において、さらに、水位センサーと水制御部とを備え、該水制御部は前記水位
センサーの読み取り情報に応じて操作されることを特徴とする入浴システム。
【請求項１８】
請求項１２において、前記マルチポジション支持装置は完全なリクライニング状態におい
て完全な水平状態ではなく、背部支持部は上端が開いたものであることを特徴とする入浴
システム。
【請求項１９】
請求項１０において、前記少なくともひとつの制御システムは前記入浴システムに用いら
れる液体の温度を制御することを特徴とする入浴システム。
【請求項２０】
請求項１０において、前記少なくともひとつの制御システムは前記入浴システムの洗浄を
制御することを特徴とする入浴システム。
【請求項２１】
請求項１０において、前記少なくともひとつの制御システムは前記入浴システムに用いら
れる洗浄剤の量及び種類を制御することを特徴とする入浴システム。
【請求項２２】
請求項１０において、使用者が制御手段を用いて前記入浴システムを制御することを特徴
とする入浴システム。
【請求項２３】
請求項１０において、前記足支持部にセンサーを設置し、該センサーは対象物を検出して
前記足支持部が該対象物を押し潰さないように防止することを特徴とする入浴システム。
【請求項２４】
請求項１０において、前記背部支持部にセンサーを設置し、該センサーは対象物を検出し
て前記背部支持部が該対象物を押し潰さないように防止することを特徴とする入浴システ
ム。
【請求項２５】
請求項１０において、さらに前記制御システムにより制御される蒸気噴射分散器を備えた
ことを特徴とする入浴システム。
【請求項２６】
請求項１において、前記マルチポジション支持装置は平行四辺形基礎構造のマルチポジシ
ョン支持装置であることを特徴とする入浴システム。
【請求項２７】
請求項１において、前記マルチポジション支持装置はひとつのエンジンを備え、立った状
態からリクライニング状態へと位置状態を変更することが可能であることを特徴とする入
浴システム。
【請求項２８】
請求項１において、前記マルチポジション支持装置はふたつのエンジンを備え、立った状
態からリクライニング状態へと位置状態を変更することが可能であることを特徴とする入
浴システム。
【請求項２９】
請求項１０において、前記マルチポジション支持装置はさらに頭部レストを備え、該頭部
レストの状態は前記入浴システムの操作と連動して制御されることを特徴とする入浴シス
テム。
【請求項３０】
請求項１において、前記入浴システムは浴槽に設置されることを特徴とする入浴システム
。
【請求項３１】
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請求項１において、前記入浴システムはシャワー室に設置されることを特徴とする入浴シ
ステム。
【請求項３２】
請求項１において、前記少なくともひとつのスプリンクラーの少なくともひとつは、前記
マルチポジション支持装置の側板に設置されることを特徴とする入浴システム。
【請求項３３】
請求項３２において、前記マルチポジション支持装置の側板に設置された少なくともひと
つのスプリンクラーは制御部によって制御されることを特徴とする入浴システム。
【請求項３４】
請求項１において、さらに、（ａ）少なくともひとつの腕部レストを備え、（ｂ）前記少
なくともひとつのスプリンクラーの少なくともひとつは、前記少なくともひとつの腕部レ
ストの少なくともひとつに設置されることを特徴とする入浴システム。
【請求項３５】
請求項３４において、前記腕部レストは電動であることを特徴とする入浴システム。
【請求項３６】
請求項２において、前記マルチポジション支持装置は、さらに液体を通過させる液体導管
を備えたことを特徴とする入浴システム。
【請求項３７】
請求項１に記載の入浴システムにおいて、さらに複数のマッサージ部を備えたことを特徴
とする入浴システム。
【請求項３８】
請求項２において、前記マルチポジション支持装置の長さは、使用者の身長に応じて調整
可能であることを特徴とする入浴システム。
【請求項３９】
請求項２において、前記マルチポジション支持装置の少なくとも一部は可動部であり、該
少なくともひとつの可動部によって前記マルチポジション支持装置が使用者の動作に従っ
て動くことが可能となることを特徴とする入浴システム。
【請求項４０】
請求項２において、前記マルチポジション支持装置が立った状態であるときには、前記足
支持部は該足支持部の下方に位置する排水溝を常に覆っていることを特徴とする入浴シス
テム。
【請求項４１】
請求項２において、さらに水位センサーと電動ポンプを備え、該電動ポンプは前記水を適
切な処理システムへと排出することを特徴とする入浴システム。
【請求項４２】
請求項１において、さらに少なくともひとつの緊急時対応操作に移行する装置を備えたこ
とを特徴とする入浴システム。
【請求項４３】
請求項１において、動作条件設定と保存手段を備えたことを特徴とする入浴システム。
【請求項４４】
請求項１において、さらに水槽を備え、予測される水圧に応じた水量が該水槽中に、計画
された入浴が完了するのに十分に存在する場合にのみ、入浴を開始することを特徴とする
入浴システム。
【請求項４５】
請求項１において、前記少なくともひとつのマルチポジション支持装置はリクライニング
状態と座った状態と立った状態との間で調整可能であり、前記少なくともひとつのマルチ
ポジション支持装置は前記立った状態においてほぼ垂直となることをを特徴とする入浴シ
ステム。
【請求項４６】
請求項４５において、前記少なくともひとつのマルチポジション支持装置は、着座部に接
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続されたエンジンと、足支持部に取り付けられた車輪とを備えたことを特徴とする入浴シ
ステム。
【請求項４７】
請求項１において、前記少なくともひとつのマルチポジション支持装置はリクライニング
位置状態と座った位置状態との間で調整可能であることを特徴とする入浴システム。
【請求項４８】
請求項１において、前記少なくともひとつのマルチポジション支持装置は座った状態と立
った状態との間で調整可能であることを特徴とする入浴システム。
【請求項４９】
請求項４８において、前記少なくともひとつのマルチポジション支持装置は着座部に接続
されたエンジンと、足支持装置に取り付けられた車輪とを備えたことを特徴とする入浴シ
ステム。
【請求項５０】
（ａ）立った状態で使用者を受け入れるマルチポジション支持装置を用いて、（ｂ）該使
用者を予め定められたリクライニング状態へと移し、（ｃ）該使用者を該予め定められた
リクライニング状態で入浴させて、（ｄ）該使用者を立った状態へと戻すことを特徴とす
る入浴方法。
【請求項５１】
請求項５０において、前記使用者を予め定められたリクライニング状態へと移す過程は、
前記使用者を後方へと寄りかからせ、そこで予め定められた中間的リクライニング角度を
達成して、前記使用者を前記予め定められたリクライニング状態へと移すものであり、前
記使用者を立った状態へと戻す過程は、使用者を予め定められた中間的リクライニング角
度へと戻し、そこで前記予め定められたリクライニング状態は前記使用者を前記立った状
態へと移すことを特徴とする入浴方法。
【請求項５２】
請求項５０において、前記使用者を立った状態へと戻す過程は、前記マルチポジション支
持装置が対象物を検出し、それらの対象物を押し潰さないように防止することを特徴とす
る入浴方法。
【請求項５３】
請求項５０において、前記使用者を予め定められたリクライニング状態へと移す過程は、
前記マルチポジション支持装置が対象物を検出し、それらの対象物を押し潰さないように
防止することを特徴とする入浴方法。
【請求項５４】
請求項５０において、前記使用者を予め定められたリクライニング状態へと移す過程と前
記使用者を立った状態へと戻す過程は、頭部レストの動作と連動して制御されることを特
徴とする入浴方法。
【請求項５５】
請求項５０において、前記使用者を立った状態へと戻す過程は、水位センサーが水位が十
分に下がったことを検出した後に行なわれることを特徴とする入浴方法。
【請求項５６】
請求項５５において、前記水位センサーは電動ポンプを動作させ、水を適合する処理シス
テムへと排出することを特徴とする入浴方法。
【請求項５７】
請求項５０において、さらに前記使用者を識別し、個別プログラムを実行することを特徴
とする入浴方法。
【請求項５８】
請求項５７において、個別プログラムの実行は全自動で行なわれることを特徴とする入浴
方法。
【請求項５９】
請求項５０において、さらに手入力によるプログラム実行を行うことを特徴とする入浴方
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法。
【請求項６０】
請求項５０において、さらに緊急時過程を備えて、少なくともひとつの予め定められた緊
急時対応操作が実行されることを特徴とする入浴方法。
【請求項６１】
請求項５０において、さらに、前記使用者が予め定められた時間間隔を通じて入浴システ
ムの機能に反応しない際には、予め定められた操作を動作させることを特徴とする入浴方
法
【請求項６２】
請求項５０において、さらに、前記使用者が予め定められた時間間隔を通じて入浴システ
ムの機能に反応しない際には、予め定められた監督者へ警告信号を送信することを特徴と
する入浴方法。
【請求項６３】
請求項５０において、さらに、個別操作条件を設定及び保存することを特徴とする入浴方
法。
【請求項６４】
請求項５０において、さらに、使用者の身体を少なくとも部分的に水中に浸すのに必要な
水位を維持する過程を備えたことを特徴とする入浴方法。
【請求項６５】
請求項６４において、さらに、ジャグジー効果をもたらすことを特徴とする入浴方法。
【請求項６６】
請求項６４において、さらに、水ポンプ及び空気ポンプを操作する制御部を備えたことを
特徴とする入浴方法。
【請求項６７】
（ａ）座った状態で使用者を受け入れるマルチポジション支持装置を用いて、（ｂ）該使
用者を予め定められたリクライニング状態へと移し、（ｃ）該使用者を該予め定められた
リクライニング状態で入浴させて、（ｄ）該使用者を座った状態へと戻すことを特徴とす
る入浴方法。
【請求項６８】
請求項６７に記載の入浴方法において、前記使用者を予め定められたリクライニング状態
へと移す過程は、前記マルチポジション支持装置が対象物を検出し、それらを押し潰さな
いように防止することを特徴とする入浴方法。
【請求項６９】
請求項６７において、さらに、前記使用者を識別し、個別プログラムを実行することを特
徴とする入浴方法。
【請求項７０】
請求項６７において、さらに、前記使用者が予め定められた時間間隔を通じて入浴システ
ムの機能に反応しない際には、予め定められた操作を動作させることを特徴とする入浴方
法。
【請求項７１】
請求項６７において、さらに、個別操作条件を設定及び保存することを特徴とする入浴方
法。
【請求項７２】
請求項６７において、さらに、使用者の身体を少なくとも部分的に水中に浸すのに必要な
水位を維持する過程を備えたことを特徴とする入浴方法。
【請求項７３】
請求項７２において、さらに、ジャグジー効果をもたらすことを特徴とする入浴方法。
【請求項７４】
請求項７２において、さらに、水ポンプ及び空気ポンプを操作する制御部を備えたことを
特徴とする入浴システム。
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【請求項７５】
（ａ）立った状態で使用者を受け入れるマルチポジション支持装置を用いて、（ｂ）該使
用者を予め定められた座った状態へと移し、（ｃ）該使用者を該予め定められた座った状
態で入浴させて、（ｄ）該使用者を立った状態へと戻すことを特徴とする入浴方法。
【請求項７６】
請求項７５において、前記使用者を立った状態へと戻す過程は、前記マルチポジション支
持装置が対象物を検出し、それらの対象物を押し潰さないように防止することを特徴とす
る入浴方法。
【請求項７７】
請求項７５において、さらに前記使用者を識別し、個別プログラムを実行することを特徴
とする入浴方法。
【請求項７８】
請求項７５において、さらに、前記使用者が予め定められた時間間隔を通じて入浴システ
ムの機能に反応しない際には、予め定められた操作を動作させることを特徴とする入浴方
法。
【請求項７９】
請求項７５において、さらに、個別操作条件を設定及び保存することを特徴とする入浴方
法。
【請求項８０】
請求項７５において、さらに、使用者の身体を少なくとも部分的に水中に浸すのに必要な
水位を維持する過程を備えたことを特徴とする入浴方法。
【請求項８１】
請求項８０において、さらに、ジャグジー効果をもたらすことを特徴とする入浴方法。
【請求項８２】
請求項８０において、さらに、水ポンプ及び空気ポンプを操作する制御部を備えたことを
特徴とする入浴システム。
【請求項８３】
（ａ）水槽と、（ｂ）電動温水停止弁と、（ｃ）電動冷水停止弁と、（ｄ）少なくともひ
とつの温度センサー及び温度制御部と、（ｅ）水ポンプを備えた入浴システムにおいて、
　温水と冷水が前記水槽内で混合され、該水槽内の水温は前記少なくともひとつの温度セ
ンサーにより測定されて、前記温度制御部により制御されることを特徴とする入浴システ
ム。
【請求項８４】
請求項８３において、さらに、角度位置を変更させることが可能な少なくともひとつのマ
ルチポジション支持装置を備えたことを特徴とする入浴システム。
【請求項８５】
請求項８３において、さらに、電動弁を有する迂回ホースを設け、予め定められた温度範
囲外の水を前記迂回ホースへと向けることを特徴とする入浴システム。
【請求項８６】
請求項８３において、さらに、逆送管を設け、予め定められた分量の水が前記逆送管によ
り水槽内へと戻されることを特徴とする入浴システム。
【請求項８７】
請求項８３において、さらに、角度位置を変更させることが可能なマルチポジション支持
装置を備えたことを特徴とする入浴システム。
【請求項８８】
請求項８７において、前記マルチポジション支持装置はさらに少なくともひとつのバネ部
表面を備えたことを特徴とする入浴システム。
【請求項８９】
請求項８３において、前記マルチポジション支持装置はさらに少なくともひとつのバネ部
表面を備えたことを特徴とする入浴システム。
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【請求項９０】
請求項８９において、前記少なくともひとつのバネ部は、前記少なくともひとつのスプリ
ンクラーに組み込まれたことを特徴とする入浴システム。
【請求項９１】
請求項８９において、前記バネは板バネであることを特徴とする入浴システム。
【請求項９２】
請求項８９において、前記バネが覆われたことを特徴とする入浴システム。
【請求項９３】
請求項８９において、前記バネは、有窓の支持領域と少なくともひとつのバネ部と接続領
域とを備えたことを特徴とする入浴システム。
【請求項９４】
（ａ）水槽と、温水と、冷水と、少なくともひとつの温度センサーと、温度制御部と、少
なくともひとつの水ポンプと、少なくともひとつのスプリンクラーとを設け、（ｂ）前記
温度調節部は、水温が予め定められた温度範囲外である場合に、前記スプリンクラーが水
を噴射するのを停止することを特徴とするシャワーの水温調整方法。
【請求項９５】
請求項９４において、さらに、（ａ）迂回ホースを設けて、（ｂ）噴射される水の温度を
検出し、その噴射される水の温度が予め定められた範囲外である場合に、その水を前記迂
回ホースに向けて噴射されるように向けることを特徴とする水温調整方法。
【請求項９６】
請求項９４において、さらに、（ａ）角度位置を変更することが可能な少なくともひとつ
のマルチポジション支持装置を設け、（ｂ）噴射される水の温度が予め定められた範囲と
なった際に循環洗浄を開始することを特徴とする水温調整方法。
【請求項９７】
請求項９４において、さらに、前記水槽内に水をいくらか戻して一定の流量となるように
ポンプを操作することを特徴とする水温調整方法。
【請求項９８】
請求項９６において、前記マルチポジション支持装置は使用者の身体を少なくとも部分的
に水中に浸すのに必要な水位を維持することを特徴とする水温調整方法。
【請求項９９】
請求項９８において、さらに、ジャグジー効果をもたらすことを特徴とする方法。
【請求項１００】
請求項９８において、さらに、空気ポンプを操作する制御部を備えたことを特徴とする水
温調整方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、米国特許出願番号１１／１３０，１２９（名称：マッサージ及び入浴椅子，出
願日；２００５年５月１７日）と、米国特許出願番号１１／１３１，１３０（名称：患者
支持装置，出願日；２００５年５月１７日）と、米国仮出願番号６０／７１５，１４７（
名称：入浴システム及びその方法，出願日；２００５年９月９日）と、米国仮特許出願番
号６０／７１５，１７７（名称；電動式脚支持部を備えたマルチポジション支持装置，出
願日；２００５年９月９日）と、米国仮特許出願番号６０／７３８，５９２（名称；バネ
部表面を備えた入浴装置，出願日２００５年１１月２２日）に基づく優先権を主張して、
それらを参照してここに完全に組み入れたものである。
【０００２】
　本発明は、入浴に関するものであり、より詳細には、マルチポジション支持装置と任意
的に制御操作されるスプリンクラー及びマッサージ部を備えた入浴システム及びその方法
に関するものである。
【背景技術】
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【０００３】
　以下において、「スプリンクラー」という語は、液体を放つあらゆる装置をも含む概念
であり、すすぎや入浴に使用される水の拡散器を含むものであるが、それに限定されるも
のではない。例えば、噴出器、拡散噴出器、およびノズルを含むものである。
　以下において、「入浴」という語は、水やその他の成分を用いて使用者をきれいにする
あらゆる装置を含む概念であり、洗浄とシャワーを含むものであるが、それに限定される
ものではない。本発明による入浴システムは、あらゆる形態のシャワーシステム及び洗浄
システムをも含んだものとして理解されるものである。
【０００４】
　以下において、「エンジン」という語は、物品を動作させることが可能なあらゆる装置
を含む概念であり、モータや作動装置を含むものであるが、それに限定されるものではな
い。
　ここに提供される本発明を正確に理解するには、入浴システム及びその方法に関連する
基本的原理及び詳細が必要である。理論上の記述、詳細、説明、及びそれらの適用、及び
関連する事項並びに現象は、物理学、電気工学、在宅介護装置及び老人介護の分野におけ
る標準的水準により容易に利用可能なものである。
【０００５】
　先行技術においては、機械要素、システム、及び方法に着眼するものがあり、マルチポ
ジション車椅子方法及びマルチポジションベッドを基礎とする、もしくは含むものである
。しかしながら、いずれの先行技術においても、マルチポジション支持装置を備えた入浴
システムを示すものはなく、開始時と終了時の双方において立った状態から開始する入浴
操作を行なう特徴を含むものでもない。さらに、先行技術のいずれも、バネ部表面を有す
る入浴装置を示すものではない。
【０００６】
　ハーマン・ウィリアム・デヴィッドによる発行された米国特許第５４６５４３７号は、
障害のある人がシャワー室内又は浴槽内で快適かつ安全に洗浄することを可能にした入浴
器具について説明するものである。この器具は、区画床又は浴槽に構築されてしっかりと
置かれた支持枠と、浴槽筐体に入るときと出るとき、及び、該筐体中で洗浄されるときに
障害者が座ることが可能な椅子シートを備えたものである。該椅子シートは、該シートの
下部に固定された第１の旋回機構を備えて、該シートが前記支持枠上で関連動作を行うこ
とを支持するようにしたものである。前記支持枠は、前記浴槽筐体の床部に対して定位の
固定基礎旋回軸を形成する第２の旋回機構を備える。伸展処理部は、伸展軸が前記基礎旋
回軸に対して平行である旋回動作を行うことを目的として、第３の旋回機構を頂端部に備
えて前記椅子シートの前記第１の旋回機構に嵌合させる。また、前記伸展処理部は、前記
基礎旋回軸の旋回動作を目的として、下端部に第４の旋回機構を備えて前記支持枠の第２
の旋回機構に嵌合させる。前記伸展処理部は、前記支持枠の上の前記椅子シートを支持す
るように構築されるものであり、さらに、人が前記シートを取り付けたり外したりするこ
とが可能な前記浴槽筐体位置の外側と、人がシートに着いた際に快適に入浴可能な前記浴
槽筐体の内側との間に、前記シートが動くことを可能とするものである。しかしながら、
これは定義上、立った状態を達成できるものではない。さらに、使用者の操作条件設定を
有するものではなく、事前にプログラムされた操作プログラムを有するものでもない。
【０００７】
　スティードマン・ウィリアム・デヴィッドによる米国特許第６００３１６８号は、使用
者を浴槽の中と外へと移動させるための装置について開示するものである。この装置は、
旋回連携によって取り付けられた座席シートを備えたものである。この座席は、ラムによ
り持ち上げられる。前記旋回連携が整えられ、前記シートが特定の高さを超えたところま
で持ち上げられたとき、前記シートは、後方に傾くことによりシート上の人の脚を持ち上
げ、前記浴槽の上方遠くへとシートを持ち上げることなく浴槽の側部へ旋回することを同
様に可能とするものである。しかしながら、これも完全な水平状態や立った状態を達成で
きないものである。また、事前プログラムされた操作プログラムを用いた統合入浴システ
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ムを用いるものでもなく、監視装置や制御部を用いたものでもない。
【０００８】
　モーマン・ジーン・Ｄによる米国特許第５２８７５６８号は、水平旋回軸において中央
支持部の片側に近接した低くされた起き上がった状態と、前記中央支持部の上で起こされ
た側臥位の状態との間で、旋回動作を行なうために固定された椅子を有する中央支持部を
含んだ傾斜持上入浴システムについて記述するものである。前記椅子は、その起こされた
側臥位における垂直軸において旋回可能であり、浴槽の片側壁に近接して前記中央支持部
に固定され、前記椅子は動力部によって前記起こされた側臥位に向って上方に旋回可能で
あり、浴槽壁を越えて旋回可能であって、椅子の使用者を入浴させる浴槽において低い直
立状態に向って低く旋回可能である。しかしながら、これも完全な水平状態や立った状態
を達成できないものである。また、統合入浴システムによるものでもなく、事前プログラ
ムされた操作プログラムを伴う検出部や制御部を用いたものもない。
【０００９】
　ダゴスティーノ・リチャード・Ｊによる米国特許第 ５５１７７０４号は、トイレとシ
ャワーが結合した椅子について記述するものであり、基部と、その基部に置かれるように
調整された座席部と、前記基部に着脱可能に取り付けられた張出し部とを備えたものであ
る。前記座席部は、前記基部から、シャワーを浴びるための標準的な浴槽上の座席部に人
を移動させるための前記張出し部へとスライド移動可能である。しかしながら、米国特許
第５５１７７０４号においては、立った状態を実現することができないものであり、この
装置では、立った状態から横たわった状態へと移ることができない。また、使用者の操作
条件設定や事前プログラムされた操作プログラムもない。
【００１０】
　モーマン・ジーン・Ｄによる米国特許第５２８７５６８号は、水平旋回軸において中央
支持部の片側に近接した低くされた起き上がった状態と、前記中央支持部の上で起こされ
た側臥位の状態との間で、旋回動作を行なうために固定された椅子を有する中央支持部を
含んだ傾斜持上入浴システムについて記述するものである。前記椅子は、その起こされた
側臥位における垂直軸において旋回可能であり、浴槽の片側壁に近接して前記中央支持部
に固定され、前記椅子は動力部によって前記起こされた側臥位に向って上方に旋回可能で
あり、浴槽壁を越えて旋回可能であって、椅子の使用者を入浴させる浴槽において低い直
立状態に向って低く旋回可能である。しかしながら、これも完全な水平状態や立った状態
を達成できないものである。また、統合入浴システムによるものでもなく、事前プログラ
ムされた操作プログラムを伴う検出部や制御部を用いたものもない。
【００１１】
　ヘルマン・ウィリアム・デービットによる米国特許第５４６５４３７号は、身体障害者
がシャワー室や浴槽内で快適かつ安全に洗浄することが可能な入浴用具について記述する
ものである。この入浴用具は、シャワー室内や浴槽内に固定された基部枠と、浴槽筐体に
入ったり出たりするとき及び浴槽内での洗浄中に前記身体障害者が座ることが可能な椅子
座席とを備えたものである。この椅子座席は、前記座席の底部に固定されて前記座席が基
部枠を越える関連動作を支持する第１のスイベル機構を有する。前記基部枠は、第２のス
イベル機構を有し、該第２のスイベル機構は浴槽筐体の床に対して標準的な固定基部旋回
軸を形成する。伸展処理部は、第３のスイベル機構を頂端部に有し、前記椅子座席の前記
第１のスイベル機構を係合させて、基部旋回軸に対して平行に伸展軸をスイベル動作させ
るものである。また、前記進展処理部は、第４のスイベル機構を底端部に有し、前記基部
枠の第２のスイベル機構に係合させて、前記旋回軸に対してスイベル動作させるものであ
る。前記伸展処理により前記椅子座席は前記基部枠の上方へと支持され、前記座席が、使
用者が座席に固定されたり解放されたりする前記浴槽筐体の外部位置と、使用者が座席に
いる際に快適に入浴可能な浴槽筐体の内部位置との間で移動することを可能にするもので
ある。しかしながら、これも完全な水平状態や立った状態を達成できないものである。ま
た、統合入浴システムについての実施例もなく、事前プログラムされた操作プログラムを
用いた監視や制御を用いるものでもない。また、マッサージに関連する実施例や使用例の
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開示も示唆もない。
【００１２】
　マシューダ・デービットによる米国特許第３９６４７８６号は、車椅子について記述す
るものであり、動力手段を用いることによって使用者の制御によって座席と背部と脚部と
が連接及び分離して作動するものであり、使用者は３つの位置状態、とりわけ座った状態
、立った状態、又はリクライニング状態のうちのいずれか１つにすることが可能なもので
ある。２つの分離した脚支持部は使用者によって水平な脚部支持位置となるまで選択的に
動作させられる。前方への誘導と後方への推進を行う、使用者にとって便利な制御部が設
けられて、使用者は実質的には平地上の総合的移動性を得ることができる。しかしながら
、入浴に関連する実施例について記述するものでも示唆するものでもなく、使用者による
条件設定も事前プログラムされた操作プログラムもない。
【００１３】
　テルビーク・ハワード・Ｇによる米国特許第４１０５２４２号は、カートについて記述
するものであり、椅子の状態とベッドの状態の間で変換可能なものである。このカートは
、脚部休止枠と背部枠と４つの従属脚部とにに旋回可能に取付けられた水平のシート枠を
備えたものである。前記従属脚部の前方の１組と前記背部枠は、調整手段へ接続されて、
前記１組の脚部を同時に持ち上げて背部枠を水平位置状態へと下げ、カートを持上台へと
移して、ステーションワゴンの積荷ゲートへ載せる際のような垂直方向の高さ制限から開
放される。前記従属脚部の後部の１組もまた水平方向へと向かって移されて、前記カート
を持上台へと位置づけることを容易にするものである。しかしながら、入浴に関連する実
施例は記述も示唆もされず、自動の使用者条件設定もなく、事前プログラムされた操作プ
ログラムもない。
【００１４】
　ベッシール・ノエルによる欧州特許第０５５８８５８Ａ１号は、ほろ型のストレッチャ
ーについて記述するものであり、とりわけ手が離せない患者の輸送のために用いられる。
このストレッチャーは、連結式の背部と座席と脚部休止部とを側部枠に有し、立った状態
と座った状態と横たわった状態との間で調整することが可能なものである。また、肘掛け
椅子として、ベッド又はストレッチャーへと形態を変えられるものであり、背部休止部と
、座席部と、脚部休止部と、頂部でヒンジ連結された変形に不可欠な支えとなる長方形の
側部枠とを備え、その前側及び後側がそれぞれ上方及び下方へと伸展して、背部休止部及
び脚支持部の側部の補強を形成するものである。また、下方の側部においては座席部の側
部が補強され、上方の側部はそれぞれ水平ヒンジピンによりヒンジ付けされる。通常は、
前記枠部を通じた垂線に対して垂直であり、地面に置かれた基部を用いて集積され、この
肘掛け椅子は、枠の上方側部のヒンジピンは前記上方側部の上であろうと下であろうと共
に配置される。後者においても、１０ｃｍを超えない距離とするとよい。この肘掛け椅子
は、運転および移送、検査されて操作する身体障害者又は健常者を座席に座らせたり横た
わらせたり、より特定的となること意図したものである。しかしながら、入浴に関連する
実施例は記述も示唆もされず、電動式の位置制御もなく、支持をする調整可能な脚支持部
もなく、位置状態の変更に従って自動で調整されるものである。また、事前プログラムさ
れた操作プログラムもない。
【００１５】
　ペリー・デール・Ｅによる米国特許第５３６６０３６号は、車椅子について記述するも
のであり、使用者を座った上体から立った状態又はリクライニング状態へと選択的に位置
付けるものである。この車椅子は、使用者の身体をリクライニング状態や座った状態、立
った状態において支持する枠部を備えたものである。単一の位置決め作動装置が用いられ
、枠内において使用者を選択的に動かす。プログラム可能な制御部により　車台運転モー
ターと位置決め作動装置の両方の操作を制御する。前記枠部と車台の構成部は相互に接続
され、最小数の電気機械的構成により所望の位置状態を実現するものである。背部枠の滑
り込みにより、使用者の背部におけるせん断力が除去される。足休止部と枠部は、使用者
が立った状態へと動く際に使用者の体重が大きな前側車輪の軸上となるように、車椅子の
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後部に方向へ移る。衝撃吸収装置が背部枠に設けられ、車椅子の後部の不安定さを最小に
し、リクライニング状態における追加的な持上げ力をもたらす。平行に連携するアームが
設けられ、制御端末を車椅子の側部へと移らせる。米国特許第５，３６６，０３６号の位
置変更の際には、前記背部は車椅子使用者の背中に対してせん断力を生じさせがちである
。このせん断力は、使用者の衣服をなでるものであるが、実質的にはせん弾力を伴わずに
後部に滑り込むことにより皮膚を刺激するものである。内側の背部枠と外側の背部枠は、
滑り込み可能に接続されて、使用者の背部にかかるせん断圧力を取り除くものである。身
体枠部は、前記車椅子が座った状態から立った状態へと変形させる際に、該身体枠部重量
と使用者を前記車椅子の後部へと移す、滑り込み可能な基部を有するものである。しかし
ながら、入浴に関連する実施例は記述も示唆もされず、使用者による条件設定もなく、事
前プログラムされた操作プログラムもない。
【００１６】
　マシューダ・デービットによる米国特許第４４０７５４３号は、車椅子の改良機構につ
いて記述するものであり、座席と背部と脚部とが本体枠に接続されて連結し、使用者は３
つの位置状態、とりわけ座った状態、立った状態、又はリクライニング状態のうちのいず
れか１つにすることが可能なものである。基部に前記本体枠を移動可能に取り付けたこと
により、高さが前記位置と結び付けられて制御されうるものとなる。また、運転手段が設
けられる。しかしながら、入浴に関連する実施例について記述するものでも示唆するもの
でもなく、使用者による条件設定も事前プログラムされた操作プログラムもない。
【００１７】
　タケムラ・ヤスヒロによる米国特許出願第２００４０２１０１５５Ａ１号は、人の睡眠
中状態を検出することが可能な監視装置について述べたものである。監視装置は、監視目
標に対する距離を監視測定するための監視目標領域おいて向き合った異なる位置に組み込
まれた複数の独立した距離センサーと、前記距離センサーからの出力における時間超過変
位を計算する計算ユニットと、計算された１つ以上の距離センサーにおける複数の距離セ
ンサー間での時間超過に基づいて監視目標の形態の変更を検出する検出プロセッサとを備
えたものである。しかしながら、そこには入浴に関連する実施例や使用例は記述も示唆も
されず、使用者の操作条件設定を有するものでもなく、事前プログラムによる操作プログ
ラムを有するものでもない。
【００１８】
　ラスト・ロジャーHによる米国特許出願第２００４０００４５５９Ａ１号は、ベッドに
横たわっているときにおいて、人々がコンピュータを快適に操作することが可能なシステ
ムについて示したものである。このシステムは、キーストロークが入力される前に前の選
択のフィードバックを示すことにより、キーを押下する前に使用者が正しいキーを確かめ
るのが可能となるものである。システムの追加的側面としては、使用者がパニング制御に
用いるディスプレイゴーグルとシースルーモードのディスプレイゴーグルを使用すること
を含むものである。さらに、複数のキーを有するキーボードにおいて、過去の押下選択を
基準として使用する際の適用時にエントリのためのキーストロークを集中させるものであ
る。ここでの改善点はつまり、選択を生じるのに必要であるよりも少ない圧力により中間
的キー圧力を感知する手段と、どのキーが中間的圧力と関連付けられるかに関してフィー
ドバックを生じさせて適用するプログラムにおいて、使用者がキーストロークに入る前に
所望のキーを見つけるために手の位置決めを変えることができることである。しかしなが
ら、入浴に関連する実施例やマルチポジション支持装置の操作について記述するものでも
示唆するものでもない。
【００１９】
　ウェリングとジェフリーRによる米国特許第６１３１８６８号は、病院のベッドの頭部
端部に取り付けて、音声操作コミュニケーション部と制御モジュールを患者の頭部に近接
して置くために、病院のベッドの頭部端部にコミュニケーション部及び制御装置を取り付
けることを記述するものである。この装置は、第１及び第２の関節接続部を有した第１、
第２、第３のアーム区節部を備えて、該関節接続部を第１と第２の区節部、さらに第２と
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第３のアーム区節部をそれぞれ接続するものである。固定機構は、開放可能に前記第１の
アーム区節部をベッドに固定するものであり、第３の関節接続部は第１のアーム区節部を
前記固定機構に接続するものである。前記第１の関節接続部は、該接続部中に電線を実質
的に収容するものである。しかしながら、入浴に関連する実施例や使用例が記述又は示唆
されたものではなく、このベッドは立った状態を可能とするものではない。また、使用者
による操作条件設定を有するものでもなく、事前プログラムされた操作プログラムを有す
るものでもない。
【００２０】
　モスター・ジェフリー・Ａ.による米国特許第６７８１５１７号は、ベッド上の人がア
クセス可能な表面を有する制御ユニットを備えた、通信装置及び制御装置を開示するもの
であり、該制御ユニットは、ベッドの一部分として統合されるものである。しかしながら
、前記制御ユニットは、立った状態から座った状態を通じて横たわった状態へ移動するも
のであり、座った状態を通じて立った状態から横たわった状態へベッドを移すものではな
い。また、入浴に関連する実施例や使用例を記述するものでも示唆するものでもなく、使
用者による操作条件設定を有するものでも事前プログラムされた操作プログラムを有する
ものでもない。
【００２１】
　アンガー・グレゴリー・Ｔによる米国特許特許第４８８５８１０号は、身体の不自由な
人をハイドロセラピープールに入出支援する担架について記述するものである。この担架
は、患者が座った椅子状の状態から患者が支持される仰向けの水平状態まで漸次的に移る
ものであり、前記担架はプールの上に一端が飛び出た位置において、前記担架の自由端部
と患者は垂直方向にプールの中へと沈められる。この担架の漸次的な動作は、プールから
患者を戻す際には逆方向に行われる。しかしながら、統合入浴システムの実施例を有する
ものではなく、事前プログラムされた操作プログラムを用いた監視や制御を行なうもので
もない。また、マッサージに関連する実施例又は使用例を有するものでもない。
【００２２】
　フォッグＪｒらによる米国特許特許第４１１９１６４号は、車椅子について記述するも
のであり、この車椅子は、病人が立ったり座ったり任意の中間的な位置状態を選んで有効
に作業を行なうことを可能とするものであり、前記それぞれの位置に移ることが可能であ
る。この車椅子は、身体障害者の心理的又は生理学的な要求を満たすように補助するもの
である。操作中に病人の衣服の転位が生じないように、上昇操作と下降操作は調整されて
行なわれる。しかしながら、入浴に関連する実施例は記述も示唆もされず、可動的背部支
持部の動的制御を有するものでもなく、使用者により操作条件設定された可動背部を有す
るものでもなく、可動脚支持部を有するものでもない。
【００２３】
　これまで、発明者は、立った状態の使用者を受け入れ、該使用者を予め定められたリク
ライニング状態へと移して、該使用者をその予め定められたリクライニング状態において
入浴させ、該使用者を再び立った状態に戻すマルチポジション支持装置を備えた入浴シス
テム及び方法について教示する先行技術を知るものではない。
　さらに、発明者は、水噴出表層部を備えた入浴システム及びその方法を教示する先行技
術を知らない。
【００２４】
　さらに、発明者は、水噴出表層部を備えたマルチポジション支持装置を教示する先行技
術を知らない。
　さらに、発明者は、ジャグジー効果を特徴とするマルチポジション支持装置を教示する
先行技術を知らない。
【特許文献１】米国特許第５４６５４３７号
【特許文献２】米国特許第６００３１６８号
【特許文献３】米国特許第５２８７５６８号
【特許文献４】米国特許第５５１７７０４号
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【特許文献５】米国特許第３９６４７８６号
【特許文献６】米国特許第４１０５２４２号
【特許文献７】欧州特許第０５５８８５８Ａ１号
【特許文献８】米国特許第５３６６０３６号
【特許文献９】米国特許第４４０７５４３号
【特許文献１０】米国特許出願第２００４０２１０１５５Ａ１号
【特許文献１１】米国特許出願第２００４０００４５５９Ａ１号
【特許文献１２】米国特許第６１３１８６８号
【特許文献１３】米国特許第６７８１５１７号
【特許文献１４】米国特許第４８８５８１０号
【特許文献１５】米国特許第４１１９１６４号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２５】
　前述した発明のいずれもが、本発明による特徴的利点を含まないものである。調整可能
な脚支持置部と、可変圧力と、温度調節部と、任意的な事前プログラムと、通信機能とを
用いた入浴に関連する本発明の新規な実施例は、本発明に特有のものである。さらに、前
述した先行技術における発明のいずれもが、本発明による新規なバネ部を含まないもので
ある。
【００２６】
　マルチポジション支持装置と、任意的に制御部により操作されるスプリンクラー及びマ
ッサージ部とを備えた入浴システム及びその方法は、このように必要性と高い利点がある
ものである。
　さらに、安全で、全自動で、現在用いられている入浴方法と比べて費用効果が高い方法
が求められる。
【００２７】
　さらに、リクライニング状態から座った状態の間で移動することが可能な浴システムが
求められる。
　さらに、座った状態と立った状態との間で調節可能な入浴システムが求められる。
　さらに、拡散噴出水の温度調節することが求められる。
　さらに、一定の流量に操作される揚水部を備えた入浴システムが求められる。
【００２８】
　さらに、ひとつの噴出部表面を備えた入浴装置及びその方法が求められ、それは大いに
利点があるものである。
　さらに、現在用いられている入浴方法と比べて有意に清潔な方法が求められる。
　さらに、複数の噴出部表面を備えた入浴装置及びその方法が求められ、それは大いに利
点があるものである。
【００２９】
　さらに、ジャグジー効果を備えた入浴装置及びその方法が求められ、それは大いに利点
があるものである。
　本発明は、マルチポジション支持装置と任意的に操作制御されるスプリンクラー及びマ
ッサージ部を備えた入浴システム及びその方法に関するものである。
【課題を解決するための手段】
【００３０】
　本発明の他の側面においては、（ａ）立った状態の使用者を受け入れられるマルチポジ
ション支持装置を設け、（ｂ）その使用者を予め定められたリクライニング状態へと移し
、（ｃ）その使用者を予め定められた該リクライニング状態で入浴させ、（ｄ）その使用
者を立った状態へと戻すことを特徴とする入浴の方法を提供するものである。
　本発明の他の側面においては、（ａ）座った状態の使用者を受け入れられるマルチポジ
ション支持装置を設け、（ｂ）その使用者をリクライニング状態へと移し、（ｃ）その使
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用者を予め定められた該リクライニング状態で入浴させ、（ｄ）その使用者を座った状態
へと戻すことを特徴とする入浴の方法を提供するものである。
【００３１】
　本発明の他の側面においては、（ａ）立った状態の使用者を受け入れられるマルチポジ
ション支持装置を設け、（ｂ）その使用者を予め定められた座った状態へと移し、（ｃ）
その使用者を予め定められた該座った状態で入浴させ、（ｄ）その使用者を立った状態へ
と戻すことを特徴とする入浴の方法を提供するものである。
　本発明の他の側面によれば、（ａ）貯水槽と、（ｂ）温水の電気的停止弁と、（ｃ）冷
水の電気的停止弁と、（ｄ）少なくとも１つの温度センサー及び温度調節部と、（ｅ）揚
水ポンプを備えることによって、温水及び冷水が貯水槽中で混合され、貯水槽中の水温は
前記少なくともひとつの温度センサーにより測定されて、前記温度調節部によって制御さ
れることを特徴とする入浴システムが提供される。
【００３２】
　本発明の他の側面によると、（ａ）貯水槽と、温水と、冷水と、少なくともひとつの温
度センサーと、温度調節部と、少なくともひとつの揚水部と、少なくともひとつのスプリ
ンクラーを設けて、（ｂ）前記温度調節部は、水温が予め定められた温度範囲以外となっ
た場合には、スプリンクラーの水の噴出を停止すること、を特徴とするシャワー水温調節
方法が提供される。
【００３３】
　入浴装置及びその方法に対する本発明は、現在利用可能な入浴装置の制限について解決
するものである。
　本発明の方法は、標準的なハードウェア構成と標準的なソフトウェアモジュールを使用
することで、容易に実施されるものである。
　さらに、本発明のシステムは、独立型の入浴システムとして、又は、洗浄操作を行う他
の方法、装置又はシステムとの組合せにより用いられる入浴システムとして、一般的に適
用可能なものである。
【００３４】
　本発明による入浴システム及びその方法を実現することで、手動、準全自動、全自動、
又はそれらの組合せによって選択されたタスク又はステップを行うことを意味するもので
ある。
　さらに、開示されたシステム及びその方法による特定の好適実施例を実施するのに用い
られる実際の器具や装備により、本発明のいくつかの実施例は、様々なファームウェアに
おける様々な操作システムでのハードウェアやソフトウェア又はそれらの組合せにより達
成することが可能である。
【００３５】
　特に、ハードウェアとしては、本発明の実施例は、物理的構造に関して変化がありうる
ものである。
あるいは、ソフトウェアとしては、本発明において選択された機能は、計算プラットフォ
ームのような、ソフトウェアによる指示又は適合するあらゆるコンピュータオペレーショ
ンシステムを用いたプロトコルによる、コンピュータプログラム型データ処理装置によっ
て実行されうる。
【００３６】
　さらに、本発明の方法は、開示された要件を構成要素とする標準的な水噴出部を用いる
ことで、容易に実施される。
　さらに、本発明のシステムは、少なくとも１つ水噴出表層を備えた独立型の入浴システ
ムとして、又は、洗浄操作を行う他の方法、装置又はシステムとの組合せにより用いられ
る入浴システムとして、一般的に適用可能なものである。
【００３７】
　本発明は、一例のみを示すものである添付された図面を参照し、ここに示されるもので
ある。強調されるのは、図面の特定的な参照において、示された特定事項は、例としての
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ものであり、本発明の好適実施例を説明のみを目的とするものであって、最も実用的で容
易に理解される本発明の原理と概念を記述であると思われるものを提供するために示され
るものである。この点、本発明の構造的な詳細は、本発明の基本的な理解に十分である以
上に詳細に示されるものではなく、通常の技術を有する当業者にとっては、図面と共に明
細書を参照することで、本発明の数種の形態が実践的に具体化されうることが明白なもの
である。１つ以上の図面に現れる同一の構造、要素、又は部分は、それらが現れる全図面
を通じてなるべく同一又は類似の数字を付与される。
【００３８】
添付された図面において、
　図１は、本発明によるマルチポジション支持装置の概略図である。
　図２は、本発明による調整可能な長さを特徴とするマルチポジション支持装置の概略図
である。
　図３は、本発明によるアームレストの概略図である。
　図４は、本発明による典型的な好適角度の概略図です。
　図５は、本発明による最高水位流出入装置の概略図である。
　図６は、本発明による可動背部支持部の概略図である。
　図７は、本発明による手動操作されるマルチポジション支持装置の概略図である。
　図８は、本発明による１つのエンジンを備えたマルチポジション支持装置の概略図であ
る。
　図９は、本発明による１つのエンジンを備えたマルチポジション支持装置の別の概略図
である。
　図１０は、本発明による２つのエンジンを備えたマルチポジション支持装置の概略図で
ある。
　図１１は、本発明による２つのエンジンを備えたマルチポジション支持装置の別の概略
図である。
　図１２は、本発明による１つのエンジンを備えたマルチポジション支持装置の概略図で
ある。
　図１３は、本発明による１つのエンジンを備えたマルチポジション支持装置の別の概略
図である。
　図１４は、本発明による１つのエンジンを備えたマルチポジション支持装置の別の概略
図である。
　図１５は、本発明によるマッサージ装置の概略図である。
　図１６は、本発明によるマッサージ装置の別の概略図である。
　図１７は、典型的な先行技術における板バネ（リーフスプリング）部である。
　図１８は、別の典型的な先行技術における板バネ（リーフスプリング）部である。
　図１９は、本発明における新規の覆われたバネ部の概略図である。
　図２０は、本発明における典型的なバネ部表面である。
　図２１は、本発明による水噴出部表面を備えた典型的なマルチポジション支持装置であ
る。
　図２２は、本発明による水噴出部表面を備えた別の典型的なマルチポジション支持装置
である。
　図２３は、本発明によるマルチポジション位置支持ジャグジー装置の概略図である。
　図２４は、本発明によるマルチポジション位置支持ジャグジー装置の別の概略図である
。
　図２５は、本発明によるマルチポジション支持ジャグジー装置の別の概略図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３９】
　本発明は、入浴に関するものである。より詳細には、マルチポジション支持装置と、任
意的に操作制御されるスプリンクラー及びマッサージ部を備えた入浴システムとその方法
に関するものである。



(17) JP 2008-540019 A 2008.11.20

10

20

30

40

50

　本発明の典型的実施例において、本発明の入浴システムは、完全に垂直に立った状態で
、使用者を受け止めたり解放したりするものである。さらに、本発明は、背部支持部及び
脚支持部に旋回（ピボット）可能に取り付けられた着座支持部を備えたマルチポジション
支持装置を開示するものであり、前記背部支持部と前記着座支持部と前記脚支持部は、相
互に相対的に調整可能なものである。こうすることにより、前記マルチポジション支持装
置は、リクライニング状態と座った状態と立った状態との間で調整可能なものとなり、前
記立った状態において、前記背部支持部と前記着座支持部と前記脚支持部のいずれもが、
ほぼ垂直な状態となる。さらに、マルチポジション支持装置は、脹脛支持部及び足支持部
を設けたものとしてもよい。前記着座支持部は、一対の臀部支持部を備えたものとしても
よい。液体導管を備えて、前記マルチポジション支持装置の使用者の股間領域に直接的に
洗浄剤を通すものとしてもよい。さらに、前記マルチポジション支持装置に座っている使
用者の頭皮に対して洗浄剤を通すための液体導管を伴って、頭部洗浄装置を前記背部支持
部の上部に取り付けてもよい。前記着座支持部は、基台に旋回可能に取り付けるようにす
るとよい。さらに、背部支持部と着座支持部と脚支持部と頭部洗浄装置の少なくともひと
つに乾燥機を取り付け、前記マルチポジション支持装置に座っている使用者に乾燥空気を
送るものとしてもよい。
【００４０】
　本発明による入浴システム及びその方法は、ここに開示される新規なマルチポジション
支持装置と、マルチポジション支持装置及び入浴システムとの新規な組合せに基づくもの
である。
　本発明は、システムとそれに対応する方法についてのものである。以下に、本発明の好
適実施例について詳細に述べる。本発明は、後述される記述や図面又は例によって説明さ
れる明細書中の詳細な操作又は実施の方法又は操作の段階的順序の詳細による装置の構造
、配置、及び構成に制限されるものではないと理解されるものである。特定のステップ、
構成、および処理について論じられたものであるが、それらは説明する目的のみによって
なされたことが理解されるべきである。関連技術における当業者は、他のステップ、実施
例、構成、及び処理を、本発明の趣旨及び範囲から逸脱することなく使用するかもしれな
いからである。
【００４１】
　本発明は、他の実施例においても実施可能なものであり、また、様々な方法により実践
又は実行が可能なものである。また、本明細書に使われた、言い回し、用語法、及び記載
法は、説明を目的とするものであって、それにより限定されるものと見なされるべきでは
ない。
　本発明による入浴システム及びその方法の構造、構成、操作、及び実装は、次に示され
る記述及び添付される図面を参照することによって、よりよく理解される。
【００４２】
　図１には、マルチポジション支持装置１０の典型的実施例が示され、少なくとも次の構
成要素を有するものである。すなわち、背部支持部１１と、背部－着座部角度１３と、着
座部１４と、着座部－脚部角度１５と、脚支持部１６と、足支持部１７と、マルチポジシ
ョン支持装置基台１９を有するものである。さらに、マルチポジション支持装置１０は、
任意的に、少なくともひとつの腕支持部１２と、脚－足角度１８とを有するものである。
図２には、本発明の他の典型的実施例を示し、（長さ調節部２２の有無を問わない）背部
支持部１１と脚支持部１６（長さ調節部２１の有無を問わない）とのうち少なくともひと
つを有するものである。
【００４３】
　本発明の典型的実施例において、背部－座席角度１３と、着座部－脚部角度１５と、お
よび脚部－足角度１８は、公知技術によるピボット（旋回）軸を備えたものである。
　本発明の他の典型的実施例では、少なくとも１つの作動装置が腕支持部１２に接続され
る。
　次に示される本発明の方法において、その記述に含まれるものは、開示されるシステム
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及びその方法の利用及び実装を適切に実施するのに十分な理解に必要とされる中心的又は
原則的な詳細のみである。従って、通常の技術を有する当業者によって容易に知られる様
々な必要な又は任意的な重要でなく介在的な従属的なシステムは、入浴行為に関連する先
行技術及び技術文献において利用可能なものであり、ここに含まれるものではない。
【００４４】
　マルチポジション支持装置１０は、エンジンを用いて角度位置を変更するものである。
装飾又は空間の省スペースを目的として、マルチポジション支持装置１０は、角度位置を
制御するエンジンのすべての又はほとんどを、着座部１４の下方に配置するように設計し
てもよい。
　本発明によるマルチポジション支持装置１０の電気機械的構造は、当技術分野で知られ
ている様々な方法により構成してもよいが、後述の典型的実施例として記載される新規な
構造とするとよい。
【００４５】
　典型的実施例において、洗浄目的に使用される場合、マルチポジション支持装置１０は
、立った状態で動作を開始して立った状態で動作を終了するものである。
　マルチポジション支持装置１０の角度はそのようにプログラムを組まれることにより、
使用者は最大の安定性を伴う立位状態に戻るものである。この最大の安定性を伴う立位状
態とは、わずかにもたれかかった傾いた状態である。このわずかにもたれかかった傾いた
角度としたことにより、マルチポジション支持装置１０は、立った状態において前記使用
者がバランスを崩さないにしたものである。ここで、「もたれかかる」の意味としては、
「背部に傾く」の意味として解釈されるものと理解されるものである。
【００４６】
　図４は、立った状態におけるマルチポジション支持装置１０の角度を示す。立った状態
のときにおいても立った状態へと導入されるときにおいても、角度４１は１８０度より大
きく、使用者の脱落を防ぐものである。角度４０は、１８０度より小さいが、予め定めら
れた角度より小さくなるものではなく、マルチポジション支持装置１０の角度位置に全体
として依存するものである。
【００４７】
　本発明のシステムの制御システムは、使用者がマルチポジション支持装置の前方に脱落
する可能性のある角度まで角度４０を手動で減少させることを防止するものである。
　本発明の入浴システムにおける入浴洗浄動作（すなわち、シャワー中）の間、事故が生
ずる確率は非常に低いものである。立った状態から使用者を受け取り、シャワーが完了し
たときに使用者を立った状態に戻すことで、入浴及びシャワーに関連する事故が生ずる可
能性は最小限にされたものである。
【００４８】
　また、本発明は立つことができない人々にとって有用なものでもある。この場合におい
て、本発明は使用者を座った状態で受け取り、シャワーが完了したときに、前記使用者を
座った状態へと戻すものである。
　このリクライニング状態の間、使用者は、マルチポジション支持装置１０によって入浴
過程の間を通じて確実に支持されるものである。さらに、マルチポジション支持装置１０
のリクライニング状態においては、使用者は入浴過程の間中くつろいだ状態のまま保たれ
る。
【００４９】
　図１は、マルチポジション支持装置１０を示すものであり、立った状態、座った状態、
リクライニング状態において入り込むことが可能なものである。
　エンジンは、マルチポジション支持装置１０の様々な部分に接続される。例えば、エン
ジンは、背部支持部１１、着座部１４、及び脚支持部１６に接続される。他の任意的実施
（図示しない）において、装置のピボット軸に接続されたエンジンを有するものである。
例えば、２つのエンジンを背部－着座部角度１３と着座部－脚部角度１５に接続してもよ
い。
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【００５０】
　背部支持部１１の角度と、着座部１４の角度と、脚支持部１６の角度は、最大限の安定
性を確保し、かつ使用者の脚へかかる圧力を最小限とするように、操作の間に変形するも
のである。典型的実施例において、使用者は立った姿勢で装置に入り込み、後方にもたれ
かかり、そこで２０～６０度の傾斜角度に達して、前記装置は使用者を座った状態へと移
し始める。前記装置が座った状態から立った状態へと移るとき、前記使用者は、最初に２
０～６０度のもたれかかった状態へと移行し、その後において完全に立った状態へと移行
する。
【００５１】
　本発明の典型的な実施例は、マルチポジション支持装置１０が看護師のような使用者で
ない操作者の足を押し潰す状況を防ぐものである。１つ以上のセンサーが、脚支持部１７
に組み入れられるか又は設置される。前記１つ以上のセンサーは、対象物を検出して、脚
支持部１７がそれら対象物を押し潰さないように防止するものである。任意的センサーは
、赤外線センサー、踏まれたときに信号を送信する電気踏み台、マイクロ・スイッチ、カ
メラ、または当業者にとっての公知技術による他のあらゆるセンサーを含むものであるが
、これらに限定されるものではない。
【００５２】
　本発明の他の典型的実施例は背部支持部１１が看護師のような使用者以外の操作者を押
し潰さないように防止するものである。１個以上のセンサーが、背部支持部１１に組み入
れられるか、設置される。１つ以上のセンサーが、対象物を検出し、背部支持部１１がそ
れら対象物を押し潰さないように防止するものである。センサーは、赤外線センサー、踏
まれたときに信号を送信する電気踏み台、マイクロ・スイッチ、カメラ、または当業者に
おける公知技術による他のあらゆるセンサーを含むものであるが、これらに限定されるも
のではない。
【００５３】
　リクライニング状態に達するために、ピボット領域に刻みを設けて、マルチポジション
支持装置がリクライニング状態を要求されるにつれて伸展したとき、ピボットがその刻み
に落ち込むようにしてもよい。　
　本発明のマルチポジション支持装置に任意的に設けられたアームレストは、使用者の快
適性を高めるために上方にも下方にも側方にも移動可能なものである。任意的に、マルチ
ポジション支持装置からアームレストを取り外すことも可能である。この場合には、マル
チポジション支持装置が動く際には前記アームレストは位置状態が変わる間においてはそ
れに追随して動かずに、前記使用者が快適に対象物や棚に到達できるようにする。
【００５４】
　図７は、座った状態からリクライニング状態へと移す平行四辺形基礎構造装置を示すも
のである。この移行は、エンジンを必要とすることなく手動レバー７０を使用して行なわ
れるものである。
　平行四辺形基礎構造装置と本分野の公知装置との相違点は、公知の装置が平行四辺形基
礎ではなく、それ故に機械的により複雑なものとなるか、本発明の平行四辺形基礎構造装
置の特徴を有しないものである。
【００５５】
　任意的に、平行四辺形基礎構造装置は、ある角度位置で止められるものとすることが可
能である。代替的に、所望の角度位置において前記装置を支持する摩擦基礎機構を設ける
ことが可能である。
　図８及び図９に示された典型的実施例において、１つのエンジンと平行四辺形基礎構造
を用いることにより、前記マルチポジション支持装置が立った状態から座った状態、又は
座った状態からリクライニング状態へと移行することが可能となる。
【００５６】
　部分８０，９０は、長さを減少したり増加したりすることが可能なロッドを操作するも
のである。ロッドの長さが増加するとき、前記装置はリクライニング状態へと移行する。
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　図１０に示すように、脚支持部と背部支持部は、ほぼ連動して動くものであるので、１
つのエンジンを双方に用いることができる。第２のエンジンは、マルチポジション支持装
置の角度を変えるのに使用される。
【００５７】
　図１０は、２つのエンジンを有する平行四辺形基礎構造装置を示すものである。第１の
エンジンの操作は１つのエンジンを備えた平行四辺形基礎構造装置の操作と同様である。
第２のエンジンの操作により、前記装置を上げたり下ろしたりする。１０１は、座った状
態から立った状態へと移行するためのエンジンである。
　前記装置は、軸１０３で固定されている。
【００５８】
　エンジン１０２の目的は、座った状態から横たわった状態へと前記装置を移行させるこ
とである。
　平行四辺形基礎構造装置において注目すべきは、１０４と１０５が平行かつ連携して動
作することである。非平行四辺形基礎構造装置においては、場合に応じてそれぞれの部品
を独立又はほぼ独立して制御することが可能である。
【００５９】
　脚支持エンジン１１０は、本発明の実施例の全てに追加可能なものであると理解されう
る。図１１は、脚支持部を供えた図８に示される装置の説明図である。
　図１に、本発明の典型的実施例において、エンジン２３、２４、および２５がマルチポ
ジション支持装置１０の角度位置を設定する状態を示す。
　３台以上のエンジンを用いてマルチポジション支持装置１０の角度位置を制御すること
で、マルチポジション支持装置１０の動作の更なる調整が可能となり、使用者の快適性が
向上する。
【００６０】
　マルチポジション支持装置１０は、３つ以上の部分を含むものである。それぞれの部分
は、分離独立したエンジンを備えるとよい。本明細書中に、任意的部分の２つの例が開示
される。すなわち、（ａ）上方及び下方へと動作可能で３本の軸のいずれにおいても角度
変更可能なヘッドレスト。調整可能なヘッドレストは首に疾患のある使用者にとって良好
なものである。このヘッドレストの動作は、入浴システムとの連携操作により制御可能で
ある。例えば、洗髪時には、このヘッドレストは後部に傾斜すべきである。（ｂ）脚支持
部１７の角度変更すること。脚支持部の角度を制御することで、長期間の座った状態やリ
クライニング状態により悪化した脚の痛み、例えば足底筋膜炎による痛み、の緩和の助け
となる。
【００６１】
　図１２－１４は、１台のエンジンを備えた本発明のマルチポジション支持装置の他の典
型的実施例を示す。ひとつのエンジンを使用するものでありながら座った状態からリクラ
イニング状態へと装置の位置を変更することが、この実施例の新規な利点である。
　図１２は、少なくとも次の要素を備えたマルチポジション支持装置２０１の典型的な実
施例を示す。要素とはすなわち、背部支持部２００、着座部２０２、脚支持部２０４（長
さ伸展部２１０の有無を問わない）、足支持部２０６、マルチポジション支持装置基部２
２０、エンジン２１４、ロッド２２２、ロッド２２４、旋回軸（ピボット）２１６ａ、２
１６ｂ、２１６ｃ、２１６ｄである。
【００６２】
　エンジン２１４は、前記基部２２０に接続されて、着座部２０２に接続されたロッド２
２２を動作させる。ロッド２２４は、背部支持部２００の動作を可能にする。他のエンジ
ン（図示しない）により、ロッド２２４を制御してもよい。
　図１３において、立った状態から座った状態へと装置を移すために、エンジン２１４は
、ロッド２２２を短くし、結果的に着座部２０２は垂直状態から水平状態まで移行する。
同様に、ロッド２２４は短くされ、任意的に、ストッパー（図示しない）に達するまで短
くされる。
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【００６３】
　マルチポジション支持装置２０１が傾斜するときに使用者の脚を快適に支持するため、
脚－支持部２０４と床に対する仮想垂線との間の角度２４０は、好ましくは３０度～６０
度の間に予め定められた角度に到達するまで増加する。マルチポジション支持装置２０１
は、長さの伸展部２１０と車輪２１２を伴う脚支持部２０４を任意的に備えたことを特徴
とする。マルチポジション装置２０１が傾斜するのに従って、脚支持部２０４の長さは、
長さ伸展部２１０によって予め定められた、足支持部２０６が床の高さよりも上となる地
点の長さまで伸ばされる。例えば、ストッパーを用いることで、予め定められた長さが達
成される。
【００６４】
　車輪２１２は、足支持部２０６は不要な摩擦なく、床を自由に動くことが可能とするも
のである。また、長さ伸展部２１０を電動式としてもよく、マルチポジション支持装置２
０１のすべてのリクライニング動作に対応して動作するようにするとよい。車輪２１２は
本発明に示されるすべての実施例において接続されうるものと理解される。
　図１４は、座った状態におけるマルチポジション支持装置を示す。座った状態から立っ
た状態への装置の移動は、前述の立った状態から座った状態へと移動する動作の逆の順序
により達成される。
【００６５】
　エンジン２１４は、マルチポジション支持装置２０１のどのような部品にも、適当なピ
ボット軸とロッドとを伴って接続されて、図１２に示される装置の許容性を達成しうるも
のであると理解される。例えば、エンジン２１４は、背部支持部２００又は脚支持部２０
４にピボット軸とロッドとを伴って接続されてもよい。また、エンジン２１４は、ピボッ
ト軸のひとつに接続されたエンジンとしてもよい。

　本発明の典型的実施例において、マルチポジション支持装置１０は、浴槽に浸されるか
、あるいはシャワー室に設置される（図示されない）。
【００６６】
　本発明の典型的実施例において、マルチポジション支持装置１０は液体が通る液体導管
を備えたものである。液体は、入浴に用いられる。液体の例としては、水や、洗浄剤又は
入浴剤入りの水である。
　以下において、「スプリンクラー」という用語は、液体を含むあらゆる装置、すすぎや
入浴に用いられる水拡散器を含むものであるが、それらに限定されるものではなく、例え
ば、ジェット、スプリンクラージェット、ノズルを含むものである。
【００６７】
　本発明の典型的実施例において、すべて又はいくらかのスプリンクラーは、マルチポジ
ション支持装置１０の装置側部に備えられることが可能である（図示されない）。マルチ
ポジション支持装置１０の側部に備えられた装置は、壁面シャワー分野で知られているよ
うなスプリンクラーを備えた装置と同様のものとするとよい。さらに、本発明の入浴装置
の制御部は、マルチポジション支持装置１０の側部に設置された前記装置に備えられたス
プリンクラーにおける噴出部を、マルチポジション支持装置１０それ自体に備えられたス
プリンクラーを制御するのと同様の方法により制御する。
【００６８】
　入浴する際には、使用者は複数方向から濡らされる。この濡らし過程は、少なくとも部
分的にはスプリンクラーを用いて行われる。
　この分野で知られているように、スプリンクラーはそこに固定されてもよく、可動性の
ものとしてもよく、携帯性のものとしてもよく、手で保持するものとしてもよい。
　本発明の典型的の実施例においては、使用者の背中を濡らすスプリンクラーは、背部支
持部１１に取り付けられたものである。代替的に、背部支持部１１に設けられた、様々な
液体の通過を可能となるように考慮された十分な大きさの穴を通って噴出させられる。
【００６９】
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　さらに、本発明の典型的実施例においては、マルチポジション支持装置１０のアームレ
ストの片方又は両方に設けられた少なくともひとつのスプリンクラーを有することで、使
用者に追加的な噴出方向を提供するものである。このアームレストに組み入れられた少な
くとも１つのスプリンクラーが、降下スプリンクラーとなり、利用可能な固定されたスプ
リンクラーにより提供される噴出方向の数と比較して、少なくともひとつ以上多くの噴出
方向を提供するものである。

　さらに、マルチポジション支持装置１０は、使用者に対してマッサージ動作を行う複数
のマッサージ部を備えたものとするとよい。
【００７０】
　図１５及び図１６は、本発明における任意的な使用による典型的なマッサージ装置を示
す。本発明の典型的実施例において、このマッサージは品時によって相互に接続された２
つの指部により行われる。一方の指部の上下左右の動作に従って他方の指部も動作する。
　任意的に、上下軸において自在に動作するマッサージ指部が組み入れられる。この動作
の自在性により、使用者は背部に動きを感じるものであり、使用者の背部の構造について
の椅子の構造が調整されるものである。
【００７１】
　本発明の範囲を限定することなく、これには２つ以上の指部を用いることが可能であり
、１つの指部を用いることが可能であり、又は他の同等構造を用いることが可能であると
理解される。
　本発明のマッサージ装置は着座部、背部レスト、及び脚部レストに組み入れられる。
　前記マッサージ部は、液体による均一な洗浄を改善する動作を行うものであり、使用者
によっては到達不可能な又は到達するのが困難と思われる身体の部分に洗浄剤が到達する
。実際には、前記マッサージ指部により、使用者が動くことなく使用者の背部のすべてを
洗浄することが可能となる。
【００７２】
　さらに、本発明における前記マッサージ部は、循環性を増して、心臓血管システムによ
い影響を及ぼすものである。それに加えて、前記マッサージ部は、死んだ角質細胞の除去
を助けるものである。死んだ角質細胞は、検出されないまま留まると皮脂嚢胞の発達を潜
在的に引き起こすものである。
　使用者が前記複数のマッサージ部に寄りかかる場合において、使用者と噴出部との間に
は一定の距離があり、使用者の身体への水の拡散を向上する。さらに、このような構造と
したことにより、噴出物の目詰まりの可能性が減少するものであり、使用者の入浴に際し
ての流量を改善するものである。

　本発明の典型的実施例において、マルチポジション支持装置１０は異なる長さを備え、
様々な身長の使用者に対してそれぞれの身長に応じるものである。従って、マルチポジシ
ョン支持装置１０の長さを、使用者の身長に応じて調整するとよい。使用者の身長に対す
るマルチポジション支持装置の調節は、脚支持部１６と背部支持部１１の長さの制御によ
り達成されるようにしてもよい。
【００７３】
　図２に示すように、本発明の典型的実施例においては、背部支持部の長さ調節部２２は
、伸縮自在部を備え、背部支持部の長さを調節するのに用いられて、使用者の身長に適応
する。前記伸縮自在部は、次のうちのひとつにより操作されるようにするとよい。すなわ
ち、機械的装置を用いた手動によるか、又はこの分野において公知の１つ以上のエンジン
を用いたものである。
【００７４】
　本発明の典型的実施例において、脚支持部の長さ調節部２１は、使用者の身長にとって
の脚支持部の長さを調節するために用いられるものであり、伸縮自在部を備えたものであ
る。
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　マルチポジション支持装置１０が座った状態からリクライニング状態へと移るときには
、使用者の身体は下方へスライドする。この動作は、服を着ていない身体にとって不快な
摩擦を引き起こすものである。この摩擦を防ぐために、マルチポジション支持装置１０を
使用者の動きに従って動くようにすることを可能とする。例えば、入浴システムの背部を
使用者の動作に従って動くようにすることを可能とする。図６に示すように、背部支持部
６２は、背部支持枠６０の上に浮き上がる。本発明の典型的実施例において、この背部支
持部６２の背部支持枠からの浮上動作は、スライド６１によって達成される。
【００７５】
　典型的実施例において、頭部支持部、背部支持部、及び脚支持部のうちの少なくとも１
つは可動部とされるものである。
また、可動部は次の任意的実施例を任意選択して用いることで達成される。
　（ａ）２つ以上の軌道。これ以降、「軌道」という語は、特定方向に沿って動作し得る
あらゆる装置を示すものとする。
【００７６】
　（ｂ）可動部を固定するばねを備えることが、可動部が独立して動作しないように確保
される典型的な解決法である。該ばねによる即時的動作を防ぐために、該ばねにピストン
を備えたものとすることが可能である。
　（ｃ）伸縮自在部を用いること。典型的な伸縮自在部は、オートバイ又は車両の荷台（
トランク）に用いられるような衝撃吸収装置である。伸縮自在部の機能性は、前記支持部
がそれ自体で動作しないように確保し、さらに、使用者が瞬間的に起き上がった際、例え
ば足をせっけんで洗う際に、独立して動作しないように確保するものである。
【００７７】
　伸縮自在部を用いることは単なる例であり、可動部はいかなる公知の技術を備えたもの
としてもよく、例えば本発明の背景技術を記した箇所において開示された車椅子の先行技
術のようなものとしてもよいが、それに限定されるものではない。マルチポジション支持
装置１０の角度位置を変更する指令がない限り、又はエンジンが使用されない状態である
限り、スライド中の可動部の位置は固定される。これはピン、ステップモーター、電気磁
石等により達成されることが可能なものである。この場合、可動部は独立して動作するも
のではなく、伸縮自在部は必要ではない。
【００７８】
　可動部は少なくともひとつの軌道に沿って動く。任意選択的に、背部支持部の中間部の
下方には１つの軌道を設け、背部支持部の側部の下方には２つの軌道、又は他の同等な実
装を設ける。

　任意的に、可動部を用いる代わりに、軌道上をエンジンにより動作する装置を用いるこ
とが可能である。これは、使用者の背中が動く距離は、椅子装置の角度位置に依存すると
いうことにより可能となるものであり、従って、前もって測定可能である。
【００７９】
　任意的に、可動的背部装置は前記頭部支持部と共に動作する。
　任意的に、前記背部支持部は、１つより多くの部分に分割されることが可能である。他
の任意選択としては、前記頭部支持部は背部支持部から分離されたものであり、これによ
りマルチポジション支持装置は慎重の異なる使用者にとって調整可能なものとなる。
　可動部の開始位置は、特定の使用者の身長に応じて決定されるものである。この場合に
おいて、本発明の前記マルチポジション支持装置は、使用者の身長に応じた可動部の位置
を動作させることにより、身長の異なる使用者に対して調整するものである。使用者の身
長が高い場合には、可動部の開始位置は、該装置が立った状態において、より離れたもの
となる。
【００８０】
　次に、典型的なマルチポジション支持装置における前記可動部について記述する。
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　図１に示すように、部分１１と１４は、立った状態において相互に隣接したものである
。
　次に示される例は、この装置が角度位置を変更する際の不快な摩擦を防止するための前
記部分（１１，１４）の動作を記述するものである。可動部の位置及び動作を制御するア
クティブ制御システムが使用されるとき、部分１１，１４は、この装置が座った状態から
リクライニング状態へと移るのに連れて、相互に近接するように動く。
【００８１】
　他の任意選択は、アクティブ制御を伴わずに可動部を使用するものである。可動部は、
スライド上に設けられる。使用者が座った際には、部分１１，１４は、相互に離れる方向
に動く。使用者が横たわったとき、部分１１，１４は、横たわった際には、部分１１，１
４は、相互に近接する方向に動く。すなわち、立った状態から座った状態へと移る際には
前記部分は相互に離れた方向に動くものであり、座った状態からリクライニング状態へと
移る際には前記部分は相互に近接する方向に動くものである。
【００８２】
　典型的方法としての可動部による方法は、背部支持部及び脚支持部を含む使用者の身体
支持部のいずれにも実装することが可能である。関連した動作が必要であるので、背部支
持部と脚支持部の少なくともひとつは可動部とするとよい。この場合においては、前記背
部支持部と脚支持部の少なくともひとつは動くものであり、着座部が動く必要はない。

　シャワー室又は浴槽には、少なくとも１つの排水管を備えて、液体を集めて下水システ
ム又は適切な処理システムに排出する。本発明の典型的実施例において、マルチポジショ
ン支持装置１０はそのように位置付けられ、前記排水管は足支持部１７の下方に位置付け
られる。このように、マルチポジション支持装置が立った状態である際には、前記排水管
は使用者に露呈することもなく、危険を生じることもない。本発明の他の典型的実施例に
おいて、水位が特定の高さ以上に上がった際に適切な処理システムへの低圧力の液体排出
を始める電動ポンプを備えた排水管を有する。電動式の水ポンプの目的は、水がシャワー
室内に溜まるのを防止することである。
【００８３】
　
　本発明による入浴システムの典型的実施例において、排泄物を集める装置は、ここに「
統合トイレ」と称され、マルチポジション支持装置１０に組み入れられることが可能なも
のである。この統合トイレは、重要な衛生的利点を備えたものである。典型的な統合トイ
レは、トイレや、便器や、便座を含むものである。
【００８４】
　本発明の典型的実施例において、前記統合トイレのアウトレットは、適切な廃棄処理シ
ステム又は既存の便器のいずれかに直接的に接続される。前記統合トイレには、この分野
で公知のビデやシッツバスと共に用いられてもよい。
　マルチポジション支持装置１０と統合トイレがシャワー室に設置される場合においては
、既存のシャワー噴出ホース又はこのために指定された装置のいずれかを使用することで
、トイレを掃除できる。

　マルチポジション支持装置１０に使用者を固定する必要がある場合がある。例えば、使
用者がアルツハイマー病、認知症または記憶喪失に苦しむ老人である場合である。いずれ
の場合においても、使用者は、洗浄手順の間、起きようとするかもしれず、脱落するかも
しれない。負傷を予防するために、使用者をこの装置に固定するとよい。
【００８５】
　使用者の固定は、当技術分野で公知の様々な手段を使用することによってなされる。例
えば、使用者を覆うマルチポジション支持装置１０の側部ハンドルやマルチポジション支
持装置１０の側部に取り付けられた固定支持紐によってなされる。
　図３は、アームレスト３０の説明図であり、本発明における使用者が快適かつ安全な方
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向３１からマルチポジション支持装置１０に入り込むのを可能にするものである。
快適にマルチポジション支持装置１０を入り込むのは、異なった長さを特徴とする２本の
ハンドル、アームレスト、又は手支持部を使用することで達成される。一方の側には、装
置への簡易な入り込みを可能とするための短いハンドルを有し、他方の側には、使用者を
支持して装置からの脱落を防ぐ長いハンドルを有する。
【００８６】
　さらに、立っている間、使用者は膝を固定されて、安全性と安定性を増加させられるこ
とが可能である。
　本発明の典型的実施例においては、以下の任意選択の１つ以上の手段により入浴システ
ムの操作を制御することが可能である：（ａ）所望のプログラムを選択することが可能な
制御ボタンを使用する入浴システムの操作、（ｂ）音声指令を識別する操作制御部（コン
トローラー）を使用する入浴システムの操作、（ｃ）使用者識別手段による入浴システム
の自動操作、（ｄ）使用者の識別は、当技術分野で知られたいずれの方法によって達成さ
れてもよい。例えば：音声又は視覚補助手段、ＲＦＩＤ、スマートカード、キー、使用者
の体重、制御パネル等によるものである。
【００８７】
　入浴システムが使用者を識別した後に、特定の使用者の個人プログラムが実行される。
次に、個人プログラムに保存可能なパラメーターのいくつかの例を示す。：すなわち、シ
ャワーの持続時間、水温、石鹸の種類、シャンプーの種類、シャンプーの数、等である。
　本発明の典型的実施例において、入浴システムは１つ以上のコントローラに操作制御さ
れたエンジンによって操作される。エンジン、スプリンクラーヘッド部、及び乾燥器のよ
うな他の装置の制御は、同じ制御部によって操作されてもよく、又は複数の制御部によっ
て行われてもよい。異なる制御部は、本発明の入浴システムを使用する使用者の安全性と
快適性を向上するために、制御部間で連動しうるものである。任意的に、本発明の入浴シ
ステムの制御部は、事前プログラムされた制御部としてもよい。
【００８８】
　以下に示す例は、本発明の入浴システムを操作するのに使用されうる異なったプログラ
ムを示す。
　角度位置プログラムは、マルチポジション支持装置１０の角度位置の変化を操作するも
のである。例えば、立った状態から座った状態への移行、及び座った状態から後方へのリ
クライニング状態への移行を操作するものである。他の例は、後方へのリクライニング状
態から座った状態及び立った状態への移行を示す。
【００８９】
　入浴プログラムは、前述の角度位置プログラムと同調するもので、必要的ないくらか又
は全ての入浴装置を操作するものであり、水、挿入される石鹸、すすぎ、制御温度、乾燥
のように入浴装置を操作するものであるが、これらに限定されるものではない。
　本発明の他の典型的実施例においては、本発明の入浴システムは、手動で操作される。
手動操作プログラムは、すべての段階において使用者又は他の操作者の指示に従って動作
させるものである。
【００９０】
　本発明の他の典型的実施例においては、本発明の入浴システムは、すべての段階におい
て連続的に動作させる自動プログラムによって操作されるものである。
　任意的に、プログラムの系列を制御することが可能である。また、様々な入浴プログラ
ムの組み合わせを操作することも可能である。任意的に、異なった入浴プログラムとそれ
らの適切な変数は記憶部に格納される。記憶部は、本発明の入浴システムの一部としても
よく、又は外部記憶装置としてもよい。
【００９１】
　本発明の典型的実施例において、入浴システムは以下の１つ、又は組み合わせによって
操作される：すなわち、（ａ）使用者、（ｂ）使用者以外の操作者、（ｃ）遠隔操作又は
公知の遠隔操作手段を通じた入浴システムの操作を制御可能なあらゆる場、あるいは（ｄ
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）公知技術において用いられる方法による全自動である。
　緊急時において、本発明の入浴システムは、少なくとも１つの予め定められた緊急時応
答操作を行うものである。例えば、使用者への水の噴出を止め、該使用者を予め定められ
た角度位置、すなわち、立った状態、座った状態、又はリクライニング状態に使用者を移
す。
【００９２】
　この緊急時に使用者が移される角度位置は、特定使用者にとって最も安全な角度位置で
ある。本発明の典型的実施例においては、本発明の入浴システムを各使用者のために最も
安全な位置に条件設計することが可能である。この緊急時応答操作に入るには、様々な種
類の適切な装置により開始可能であり、それは例えば緊急ボタン、緊急引紐、ボイスコマ
ンド等であるが、それに限定されるものではない。
【００９３】
　本発明の典型的実施例において、プログラムを実行する前に、入浴システムは、使用者
にプログラムを実行するように告げる音声指令を動作させる。使用者が音声で示された選
択を確認した後においてのみ、入浴システムはプログラムを起動する。使用者は、この技
術分野において公知の様々な入力手段、例えば確認ボタンを押し下げや音声指令によりプ
ログラムの実行を確認することが可能である。
【００９４】
　本発明の典型的実施例において、入浴システムは、予め定められた時間に応じて選択さ
れたプログラムを操作する。この場合において、使用者は選択を確認しない。他の任意選
択によれば、入浴システムは、予め定められた時間に応じて、使用者が反応しないことに
場合に選択されたプログラム操作を取り消すものである。
　本発明の典型的実施例において、使用者が予め定められた時間間隔を通じて入浴システ
ムの機能に反応しないときには、本発明の入浴システムは次の操作のうち１つ以上の動作
をする。
【００９５】
　（ａ）本発明において定義されて開示される緊急状態に移行する。
　（ｂ）使用者が眠ったか、又は使用者に何かが起こったかどうかを確認する。典型的な
確認としては、音声警報、視覚手段、又は使用者か使用者の監督者への注意喚起をする様
々な手段である。
　また、本発明の入浴システムは、予め定められた監督者に警報を送るものである。例え
ば、看護センターや介護センターに送る。この警報は、本分野における公知の通信手段に
より送られる。例えば、通信手段は、音声、視覚指示、電話通信、又はコンピュータネッ
トワークである。
【００９６】
　上に示されるように、本発明の典型的な入浴システムは、さまざまな操作が制御される
インタフェースを備えたものである。制御部は、次に示す典型的な手段により操作される
とよい。：すなわち、手動、キーボード、音声操作、例えばＲＳ２３２やＵＳＢを介した
コンピュータとの接続、電話やワイヤレスネットワークを通じた遠隔操作である。本発明
の典型的実施例において、使用者により条件設定されたパラメーターのすべて又はいくら
かをバックアップしておく機能を有する。使用者により条件設定されるパラメーターの例
としては：使用者プログラム、角度、高さ、角度変化速度、水温、スプリンクラーの力、
及び石鹸の種類である。使用者によって条件設定されたパラメーターは、入浴システム、
又は入浴システムと通信可能な様々なコンピュータや記憶部に保存される。
【００９７】
　本発明の典型的実施例において、本発明の入浴システムは、内蔵のテスト（ビルトイン
テスト，ＢＩＴ）を備えたものである。このＢＩＴシステムは、失敗を早期に識別するた
めに用いられる。この機能は、技術者が使用者のもとに来たときに、どのような作業が行
われるべきかより容易に決定することを可能にするものである。また、これにより、修理
に応じる際に、使用者への事前の価格提示がより容易になる。任意的に、このＢＩＴの結
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果は、電話回線やワイヤレスネットワーク、又は本分野における公知の通信手段を通じて
、技術者の設備に送達されるようにしてもよい。
【００９８】
　本発明の典型的実施例において、入浴システムを使用者のサイトに組み入れた際には、
技術者は、入浴システムにおける、速度、動作角度、液体パラメーター、材料の洗浄に関
連するパラメーター、及び操作条件設定パラメーターとして示される他のパラメーターの
組合せを設定することが可能であり、これにより、特定の使用者の要求や快適性及び安全
性について、入浴システムの使用が適合したものとなる。任意的に、操作条件設定された
パラメーターは、その後の使用のために記憶部に保存されるものである。

　サウナ効果を生じさせるために、蒸気をシャワー中に分散することが可能である。使用
者に直接降りかからない限り、様々な便利な場所から蒸気を分散することが可能である。
本発明の典型的実施例において、蒸気の導入は入浴機能又は手動操作によって管理される
ものである。

　本発明の典型的実施例においては、少なくとも１つのポンプが使用され、該ポンプによ
りスプリンクラーの水圧と供給量を制御することにより、洗浄装置の性能は外部の水圧に
依存しないものである。これは、外部の水圧が低いときに特に有用なものである。本発明
の典型的実施例において、水圧が低い場合には、本発明の入浴システムは使用者に対して
噴出される前に水が蓄積される水タンク（水槽）を含むものである。この洗浄装置は、タ
ンク（水槽）の中の概算的水圧に結合する水量が使用予定のシャワーを完了するのに十分
であるときにのみ、使用者を洗浄し始める。

　本発明の典型的実施例において、入浴システムは、液体の温度が予め定められた温度範
囲から逸脱して決定された場合に液体の噴出を直ちに停止する温度調節部を備えたもので
ある。
【００９９】
　本発明の他の典型的実施例において、入浴システムは高速加熱の電気装置の組み込みが
可能なものである。この任意選択によると、入浴システムは冷水を受け、それを制御部に
より定められ調整された予め設定された温度へと加熱するものである。
　安全性を高め、使用者が所望しない温度の水を噴射される状況を避けるために、電気的
弁と少なくとも１つの温度センサーを伴う迂回ホースが備えられる。この少なくとも１つ
の温度センサーが、水が所望の温度範囲でないことを検出した際には、水は迂回ホースに
向けられ、それは配水管又は使用者に触れない他の場所に流される。
【０１００】
　図５に、最高水位流量による本発明の典型的実施例を示す。水槽５２は給水から、温水
５１と冷水５０を受ける。水槽内において温水と冷水は混ぜられる。水槽内の水温は、１
つ以上の温度センサー５３によって測定される。任意的に、温度センサはポンプ５４を用
いられて汲み出される水槽水の放出部付近に組み入れられる。水槽を満たす温水と冷水双
方の量は、温度センサー５３により水温を読み取る温度制御部（図示されない）によって
制御される。それぞれの配管の導入部には、ホースに流入する水量を制御する電気停止弁
（図示しない）を有する。
【０１０１】
　水槽内の温度が予め定められた温度範囲に達すると、洗浄循環を開始することが可能で
ある。任意的に、ある量の水はパイプ５６を使用することによって入浴システムに入れら
れ、ある量の水は逆給水管５５によって水槽に返される。ある量の水を水槽に戻すことに
より、一定の流量によるポンプの操作を可能にする。一定の流量によるポンプの操作によ
り、製品寿命がより長くなり、電力消費量が少なくなる等の利点を有するものとなる。図
５に示す実施例においては、水位線の変化は本発明の入浴システムに影響を及ぼすもので
はない。さらに、入浴システムの外部から受け入れる温水を使用することにより、水ポン
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プが自治的な水位に接続さえていない場合においても、高圧力とすることが可能とする。
本発明の典型的実施例において、水槽とポンプがエンジン近くの入浴システムの基礎部に
位置付けられることにより、前記入浴システムの全体的な構造は、可能な限りの省スペー
ス化したものでありつつ、審美的なものとなる。
【０１０２】
　本発明の典型的実施例において、水温調節部は、総合的入浴システム制御部と同調する
ものである。この同調は、使用者の身体の異なる部分への様々な温度による水の噴射を可
能とし、該システムの異なった状態により水温を変化させることを可能にするものである
。例えば、使用者の頭部が洗浄される際に噴射される水は、使用者の背部が洗浄される際
に用いられる水よりも熱くない。
【０１０３】
　本発明の典型的実施例において、水温調節部は迂回パイプに接続される。パイプ５６に
より入浴システムに流入する水温が予め定められた範囲でない場合には、水は迂回パイプ
に戻される。任意的に、この迂回パイプは、配水管又は水槽に接続してもよい。
　水温と、本発明による入浴システムに用いられる洗浄剤の量及び種類は、１つ以上の入
浴システム制御部により制御されると解されるものである。さらに、水温と、本発明によ
る入浴システムに用いられる洗浄剤の量及び種類は、全自動、半自動、または手動操作に
よるものとしてもよい。

　本発明の典型的実施例において、本発明の入浴システムの選択的部分の洗浄過程は、次
に示す本発明の入浴システムにおいて予め定められた動作を起こすものである。洗浄過程
は、例えば、少なくとも次のうちの１つを有するものである。すなわち、入浴システム全
体の選択的部分の消毒、衛生、検出、乾燥をすることである。
【０１０４】
　使用者は、入浴システムのスプリンクラーと乾燥機によって洗浄過程を動作させる。本
発明の典型的実施例において、例えばトイレのスプリンクラー等の特定の洗浄過程に乾燥
システムを組み入れる。洗浄過程は、１つ以上の入浴システム制御部により制御されるも
のと解されるものである。さらに、この洗浄過程は、全自動、準自動、又は手動操作によ
るものとしてもよい。
【０１０５】
　本発明の典型的実施例におて、乾燥機は本発明の入浴システムを菌類やカビ類の出現を
防止する程度まで乾燥可能なものである。

　本発明の典型的実施例において、マルチポジション支持装置１０に用いられる少なくと
も１つ以上部品は、人間工学的部品である。人間工学に基づいた設計は、製品の利便性を
向上させながら使用者の安全性及び快適性を向上するものである。
【０１０６】
　少なくとも１台の制御可能なエンジンをマルチポジション支持装置１０の角度位置の設
定に使用することで、マルチポジション支持装置１０は覚えやすく、使い易く、審美性が
よく、市場向きのものとなる。さらに、マルチポジション支持装置１０は、使用者の安全
性と使用者に提供される処理効率が増加したものとなる。
　さらに、本発明の入浴システムは、マルチポジション支持装置１０の動作が座った状態
から始まることが必要な車椅子を利用している麻痺した人々が、マルチポジション支持装
置１０に移るために有用なものである。この目的のため、座った状態から入浴システムを
開始することが可能である。
【０１０７】
　本発明の典型的実施例において、余分な空間を必要としている使用者を支持するように
マルチポジション支持装置１０を調整することが可能である。余分な空間を必要とする使
用者を支持するためのマルチポジション支持装置の典型的な調整は、マルチポジション支
持装置を幅広くするか、又はアームレスト間の距離を機械的に広げることにより達成され
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る。
【０１０８】
　角度変化を速くすると、高齢者においてへはめまいを引き起こす場合がある。この現象
は、起立性低血圧として本技術分野では知られている。任意的に、マルチポジション支持
装置がその角度位置を変更する速度は、使用者の快適性と健康状態により、調整及び制御
されることが可能である。任意的に、角度位置が変化する際に、制御パネル又は他の様々
な制御装置を用いることにより、マルチポジション支持装置を停止することが可能である
。
【０１０９】
　上に説明した方法は多くの方法に変えることができるのものと解され、この方法の過程
の順序を変更したり、複数の過程を同時に行うことを含んで変えることができるものと解
されるものである。例えば、使用者に来たるべき入浴システムプログラム（循環）につい
て気付かせる音声指示を有するものである。多くの高齢者は、記憶喪失や視力低下や他の
生涯に苦しめられ、本発明の入浴システムの使用を恐れるかもしれない。各段階の変化の
前又は入浴プログラムの開始前の音声指示により、使用者は落ち着き、本発明の入浴シス
テムを使用する経験が向上するものである。
【０１１０】
　使用者の中には、点滴に接続されていたり、手術後の患者であったり、外傷のある人が
いる。これらの人々には、水との接触を避けるために覆われるべき身体の部分がある。本
発明の入浴システムの典型的特徴は、特定の身体部分を覆うことで入浴の過程をより簡易
なものとすることを可能にするものである。
　本発明の典型的実施例において、本発明のマルチポジション支持装置は、容易に洗浄又
は変形する個人的な被覆を可能とすることで、該装置に付着させたり又は重ね広げたりす
るものである。個人的被覆の主な利点は、複数の使用者を伴う非家庭環境において、使用
者が前の使用者によって汚染されないことを保証することを目的として入浴装置装置を操
作する能力である。
【０１１１】
　本発明の典型的実施例において、本発明の入浴システムの使用によりデータが集められ
る。
　様々な目的のために、統計情報は、入浴時間に関して集められるべきである。この実施
例において、入浴システムは、入浴回数と、既に操作されているプログラムと、緊急時状
態への移行のような不規則な事態を追跡捜査するソフトウェアに接続される。このような
ソフトウェアは、高齢な市民や老人ホーム、及び高齢者又は障害者に注意する他の状況に
とって有用であり、高齢者についての統計的データの集積にとって有用である。
【０１１２】
　入浴する動作は、常に実行しやすい動作というわけではない。入浴している間、心拍数
の変化が生じうる。このような心拍数の変化は、高齢者にとっては危険なことがある。任
意的に、心臓監視装置または心電計（ＥＣＧ）装置を本発明の入浴システムに組み入れる
ことができる。該装置が、普段と違う活動を検出すると、操作を止めることができる。心
拍数に劇的な変化があれば、本発明の入浴システムは緊急時モードを作動して操作するこ
とができる。
【０１１３】
　図１に示すように、本発明の典型的実施例において（図示しない）、足浴装置と足のマ
ッサージ装置の少なくともひとつは、足支持部１７に組み込まれる。とりわけ、足のマッ
サージ装置は、糖尿病や痛風の患者に有用である。さらに、足のマッサージ装置は魚の目
、腱膜瘤、及び一般的な足の痛みに苦しむ人々にとって有用である。足浴装置をマルチポ
ジション支持装置１０に組み込むことにより、多くの利点がある。また、足浴装置に本発
明の入浴システムの水、排水路、及び乾燥装置を同様に使用することが可能である。

　周知のように、ジャグジーを浴びると、多くの利点が示される。ジャグジー効果を達成
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するために、使用者とスプリンクラーは、水に浸される必要がある。
【０１１４】
　本発明の典型的実施例において、本発明によるマルチポジション支持ジャグジー装置３
００は、浴槽のように水を保持することができる。この実施例において、マルチポジショ
ン支持ジャグジー装置３００は、接続部を有する浴槽として組立てられ、使用者を立った
状態から横たわった状態へと移すことが可能なものである。使用者が横たわった状態であ
るとき、装置の側壁は、少なくとも使用者の背部といくつかのスプリンクラーを水中に浸
すのに必要な水位を保ち、そしてその結果、ジャグジー効果を可能にするものである。前
記側壁の高さは望まれる水位と同等であってもよいが、好ましくは、側壁は、水が不必要
に溢れ出ないように防止するために水位より高くするとよい。任意的に、マルチポジショ
ン支持ジャグジー装置３００の水位は、適切なセンサーによって測定され、制御部によっ
て制御されるものである。水流量の制御部は、閉じられて操作されてもよく、開かれて循
環状に操作されてもよい。
【０１１５】
　任意的に、マルチポジション支持ジャグジー装置３００は水ポンプと空気ポンプを備え
ることにより、前記ジャグジーが必要とされる水流と気流の両方を混在させて供給するこ
とを可能にする。
　マルチポジション支持ジャグジー装置３００が使用者の背中を水中に浸すのに十分な水
を保持できるので、入浴システムにおいても同様に水中でのスプリンクラー操作が可能と
なるものである。
【０１１６】
　新しい水がスプリンクラー又は他の設計された取水部を通じて常に流入するものである
ので、水はマルチポジション支持ジャグジー装置３００の正常な操業を妨げることなくマ
ルチポジション支持ジャグジー装置３００からこぼれうるものであることが注目される。
本発明の実施例において、背部支持部、着座部、脚支持部、浴槽接続部を備えた群の少な
くとも１つの部分は、個別又は他の部分との組み合わせにより水を保持することが可能な
ものである。
【０１１７】
　図２３と図２４は、少なくとも、背部支持部３０２と、着座部３０４と、脚支持部３０
６と、浴槽接続部３１０，３１２と、スプリンクラー３１６と、３２０により示される基
台装置及びエンジンとを備えたマルチポジション支持ジャグジー装置３００の典型的実施
例を示したものである。
　この実施例において、マルチポジション支持ジャグジー装置３００が完全に横になった
状態であるとき、背部支持部３０２と、着座部３０４と、脚支持部３０６は、浴槽を形成
するものである。本発明（図示されない）の代替的実施例において、マルチポジション支
持ジャグジー装置３００のいくつかの部分のみが水を保持してジャグジー効果を実行でき
る。例えば、ある実施例において、脚支持部が独立して水を保持する際に、着座部と背部
支持部とそれらの接続部とは水を保持する容器を形成するものである。他の実施例におい
て、背部支持部が水を保持しない際に、着座部と脚支持部の少なくともひとつは、それぞ
れ水を独立して保持するものである。他の形態とすることもまた可能なものである。
【０１１８】
　本発明のマルチポジション支持ジャグジー装置３００の他の実施例は、座った状態や部
分的に横たわった状態等の他の位置状態でもジャグジー効果を提供しうるものであり、１
８０度の完全な水平状態に達する必要がないものと解されるべきである。これは、マルチ
ポジション支持ジャグジー装置３００が内側と外側の構造の少なくとも一方をコンピュー
タ化したことにより達成されるものである。
【０１１９】
　マルチポジション支持ジャグジー装置３００が完全に横たわった状態において完全に水
平というわけではない場合に、背部支持部３０２は上端部が開いたものとしてもよいが、
それでも水を保持されるものであると理解される。
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　マルチポジション支持ジャグジー装置３００の接続部３１０，３１２は、装置の浴槽の
中に水を保持している間に形態又は角度を変えることができるゴム材により構成するとよ
い。例えば、接続部３１０，３１２は、曲げることが可能なゴム製の蛇腹式に形成すると
よい。また、接続部３１０，３１２は、マルチポジション支持ジャグジー装置３００が完
全に横たわった状態となったときにのみ、装置の浴槽中に水を保持することが可能である
。
【０１２０】
　図２３と図２４に示すように、基台装置３２０は、本発明のマルチポジション支持ジャ
グジー装置３００を作動させる。本発明の範囲を制限することなく、新規なマルチポジシ
ョン支持ジャグジー装置３００はこの分野において公知の装置によって動作させられるも
のであり、あるいは本発明により開示された動作装置により動作させられるものであると
理解される。
【０１２１】
　図２３に示すように、本発明の典型的実施例において、矢印３２２に示すように脚支持
部３０６の長さは調整可能である。任意的に、脚支持部３０６の長さは、装置がある状態
から他の状態、例えば立った状態から座った状態、へと移行するにつれて、変化しうるも
のである。任意的に、マルチポジション支持ジャグジー装置３００は、脚支持部から離れ
た足支持部を備えたものであり、これらの部分は、適合する接続部によって接続される。
任意的に、マルチポジション支持ジャグジー装置３００は背部支持部から離れた頭部支持
部を備えたものであり、これらの部分は、適合する接続具によって接続される。
【０１２２】
　図２５は、立った状態におけるマルチポジション支持ジャグジー装置３００を示すもの
である。マルチポジション支持ジャグジー装置３００は、立った状態で使用者を受けて、
入浴中においては横たわった状態となり、入浴が終了すると使用者を立った状態に戻すこ
とが可能なものである。
　足用ジャグジーは、マルチポジション支持ジャグジー装置３００の不可欠の部分であり
、又は、マルチポジション支持ジャグジー装置３００に取り付けられるものである。好ま
しくは、足用ジャグジーは、脚部が床に対して平行であるときに操作され、任意的には、
使用者が座った状態のときに操作される。任意的に、マルチポジション支持ジャグジー装
置３００が立った状態であるときに、装置が足用ジャグジーを含み、かつ、床の高さの脚
支持部を有するように、足支持部の下方の床部に収納休止部が設けられる。該収納休止部
は、マルチポジション支持ジャグジー装置３００が立った状態の際に、ジャグジー機構を
含むものである。該収納部は、水が入浴領域から溢れないように防止するための配水菅を
含み、水を廃棄処理システムに送り出す電動ポンプを備える。
【０１２３】
　マルチポジション支持ジャグジー装置３００には、多くの利点がある。例えば、高齢者
や障害者が、滑る危険性や通常のシャワーにぎこちなく入り込むことにより引き起こされ
る危険性なくジャグジーを享受することが可能となるものである。さらに、入浴中に使用
者の頭が安全に水に入らないようにした事実により、高齢者や眠気に苦しむ人々がジャグ
ジーを享受するのを可能にしたものである。

　本発明の他の実施例において、バネ部表面が使用者身体の体重のいくつかの支持する着
座部と背部レストと脚支持部と頭部支持部と他の様々な表面のうちの少なくともひとつが
用いられる。
【０１２４】
　本発明の新規なバネ部表面は、上述したすべての先行技術装置に組み入れてもよく、ま
た、図１に示されるマルチポジション支持装置１０のように、特にこの新規なマルチポジ
ション支持装置に組み入れてもよい。図２１と図２２は、本発明によるバネ部表面を備え
た典型的なマルチポジション支持装置である。
　本発明による新規なバネ部表面は、入浴に用いられるあらゆる支持装置に適用して備え



(32) JP 2008-540019 A 2008.11.20

10

20

30

40

50

られうるものである。例えば、入浴椅子、入浴ベッド、及び傾斜入浴支持層に備えられう
る。
【０１２５】
　このバネ部表面は、複数の弾性のバネを備えたものである。本発明の典型的実施例にお
いて、弾性のバネ部は、この分野で知られているように板バネ形成されたものである。弾
性のバネ部の形状、大きさ、及び数は、使用者の身体の重みに対して十分な支持を提供す
るものである。
　本発明のバネ部表面は、必要な弾力特性が得られる限り、この分野において知られた材
料により作られる。原則として、前記バネ部は、適合する力が所望のバネの快適な移動、
換言すると着座部に座った際の柔和な印象、を容易に達成するように保証される限りにお
いて、あらゆる方法で互いに隣接して配置される。
【０１２６】
　バネ部表面は、次の部分を備えるものである。すなわち、身体の重みを支持する有窓の
支持領域、（ｂ）少なくとも１つのバネ部、及び（ｃ）支持装置への接続領域である。
　この支持領域は、使用者が寄り掛かる領域である。本発明の典型的実施例において、該
支持領域は、図１９において符号４０８で示されるように覆われたものである。
　覆われた支持領域４０８は、あらゆる大きさ及び形態で生産されうるものであり、例え
ば、長方形、正方形、卵形、丸形、三角形、等のようなものである。
【０１２７】
　図２０には、有窓の支持領域を備えた本発明の好適な典型的実施例を示す。該有窓の支
持領域は、バネ部表面が十分に快適である限りにおいて、できるだけ少ない身体領域を覆
うべきである。できるだけ少ない身体領域を覆うことにより、使用者の身体への液体の噴
射がより容易に可能となる。
　本発明によるバネ部表面のバネ部は、例えば図１７から図１９に示すように、液体の噴
射の妨げを可能な限り少なくしつつ、使用者の体重を快適に吸収するものである。前記バ
ネ部は、必要により個別的にそれぞれ独立して弾性変形可能なものである。スプリンクラ
ーが接続領域に設置された場合において、使用者の身体に液体を容易に噴射することが可
能となる。
【０１２８】
　本発明の典型的実施例において、バネ部は板バネ状に設計され、支持装置への接続領域
を備えたものである。
　該バネ部領域は、支持領域領域と接続領域との間に次に示すように設置される。
　支持装置への接続領域は、バネ部を支持装置と指定の支持装置の少なくともひとつに取
り付けるのに役立つものである。任意的に、支持装置への接続領域は、取り外し可能なも
のであり、また、ねじ類や、びょう類やクリップ類のような適切な固定具の使用が可能な
ものである。
【０１２９】
　本発明のバネは、様々な方法により作成される。例えば、板バネの使用は、アーンスト
・ボックの米国特許出願第２００４０１１１７９９号に開示されている。ボックは、板バ
ネのように設計された弾性バネ部を開示し、接続領域と支持領域を備えて、該接続領域及
び該支持領域にバネ部領域を連結するものである。該接続領域は、それぞれの横たわった
表面に対して板バネ（リーフスプリング）を固定するのに用いられる。バネ部をそれぞれ
の横たわった表面に取り付けるために、前記接続領域は、例えば通過穴に形成された受け
部を備え、ねじのような固定装置を通じて導入されてねじ込まれるものである。また、前
記接続領域はすみやかなスナップ適合部を備え、該スナップ適合部は対応する凹部に挿入
されている。また、該接続領域には多くのすみやかなスナップ適合部を備えて対応する凹
部に接続され、対応する凹部に挿入されるか、又は、対応する映写部に設置される。
【０１３０】
　本発明の典型的実施例においては、複数の板バネを配置することにより、広範囲な支持
領域が形成される。前記板バネは、表面の一箇所に円形となるように取り付けられる。こ
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の円形的結合により、バネが表面の全方向に弾性的に屈曲する性能が与えられ、その屈曲
角度は表面３６０度に及ぶものである。例えば、板バネは、表面を水平方向に曲げられる
ものであり、さらに垂直方向に曲げられるものである。それぞれの板バネ部は、使用者の
身体重量に応じた力の量と方向に対して個別的に調整可能である。例えば、板バネを背部
レストに設置する際には、該板バネは使用者の背部を支持するように調整される。
【０１３１】
　板バネを相互に隣接させて設置する際には、小さな間隙を残して使用者の皮膚が締め付
けられないように防止する。本発明の典型的実施例においては、硬さの程度が同等又は異
なるいくつかの弾性バネ部は、モジュール概念に基づいて必要に応じて相互に結合され、
横たわる表面に接続される。これにより、前述した横たわった状態での快適性の程度の個
別化を達成するものであり、特にモジュール概念に関して相互に様々な異なる部分を組合
せることが可能である。
【０１３２】
　本発明の典型的実施例において、バネ部は、バネの硬さを異なって程度にすることが可
能であり、それによりバネの硬さの程度が異なるバネ部を個別的に相互に結合しうるだけ
ではなく、バネの硬さという点においてバネ部を調整することが可能としたものである。
バネの硬さが異なることにより、頭部のよう身体の敏感な部分をよりよく支持することを
可能にしたものである。
【０１３３】
　本発明による新規なバネ部表面の広範囲な支持は、最大限の快適性を提供するものであ
り、前記バネ部表面の上にマットレスを加える必要は全くない。このバネ部表面の快適性
により、使用者は衣服なしで素肌により該バネ部表面に寄りかかることが可能でありなが
ら、不快感も生じることがない。被覆やマットレスを伴わないバネ部表面を使用すること
で、バネ部表面の使用後の清掃が容易かつすみやかにできるので、公共施設においての衛
生的な使用が提供される。さらに、バネ部表面をシート又は他の被覆物で被覆することに
よっても、この被覆物は異なる使用者において簡易に取り替えられるものであるので、よ
り衛生的な使用を提供されるものである。
【０１３４】
　本発明の典型的実施例において、バネ部表面は、浴槽に適用されて使用されるものであ
る。好ましくは、スプリンクラーは支持装置への接続領域に取り付けられる。その場合、
バネ部は、スプリンクラーからの液体の最大限の拡散を可能とするような形態を有するよ
うに設計されるべきである。図１７から図２０には、非常に良好な液体の拡散動作を特徴
とする典型的な形態が示される。
【０１３５】
　また、前記スプリンクラーは、バネ部表面の後ろ、又は、支持装置の後ろにも設置され
る。図１７から図２０に示すように、板バネは使用者の身体表面を小さな比率の範囲に及
ぶものであり、その結果、良好な入浴を可能にするものである。
　好ましくは、入浴表面を設計する際には、螺旋状バネ等の他のバネの形態を使用するよ
りも、板バネを使用するのが好ましい。最小限の支持領域と板バネのバネ部の形態により
使用者の身体への液体の良好な拡散が確保されることを特徴とするものであるので、板バ
ネは他の形態のバネよりも好ましいものである。さらに、前記バネ部は各方向に曲げられ
るものであるので、板バネ表面は使用者の身体重量をより良好に分配するものである。こ
れにより、前記バネ部表面はより快適なものとなり、衣服を着ずに使用可能なものである
。
　マットレス又は被覆物を伴わずにバネ部を使用することによって、より良好な衛生を維
持することが可能となるものである。なぜなら、病院や療養院で装置を使用する際に共通
の、意図せずに身体の液体の漏出した場合におけるマットレスを清掃する必要がないから
である。
【０１３６】
　板バネは、使用者の身体表面の少ない比率に及ぶものであり、その結果、使用者の身体
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への入浴液体を最適に拡散し、良好な入浴が可能となるものである。
　前記バネ部表面は、該表面の大きさに応じて最も快適な程度を提供する異なる大きさや
硬さを有するバネにより作成される。
　本発明によるバネ緩衝表面は、それぞれのバネ部の構造により圧力を吸収するので、圧
縮荷重の下で外観の形態を損なうものではない。
【０１３７】
　本発明の典型的実施例において、少なくとも１つのバネ部表面を備えた入浴システムは
、使用者を完全に直立した立った状態で使用者を受け、解放するものである。さらに、マ
ルチポジション支持装置はリクライニング状態と座った状態と立った状態との間で調整可
能であって、前記立った状態においては背部支持部と着座部支持部と脚支持部のすべてが
ほぼ垂直となるように、前記マルチポジション支持装置は背部支持部及び脚支持部に対し
て旋回可能に取り付けられた着座部を備え、この着座部と脚支持部は相互に調整可能であ
る。さらに、マルチポジション支持装置は、ふくらはぎ支持部と足支持部を備えたものと
するとよい。前記シートは、一対の臀部支持部を備えたものとしてもよい。液体導管を備
え、マルチポジション支持装置に座った使用者の股間領域に向けて洗浄液を通過させるも
のとするとよい。さらに、マルチポジション支持装置に座った使用者の頭皮に向けて洗浄
液を通過させる液体導管を備えた頭部洗浄装置を背部支持部の上部に取り付けるとよい。
前記着座部は、基部に対して旋回可能に取り付けるとよい。さらに、乾燥機を背部と着座
部と脚部と頭部の入浴装置に、乾燥用風をマルチポジション支持装置に座った使用者に向
けて取り付けるとよい。

　本発明の正確な特徴は、明瞭にするためにそれぞれの実施例における文脈において記述
されたものであるが、単一の実施例において様々な組合せとして提供されるものである。
また、逆に、本発明の様々な特徴は、簡潔さのために単一の実施例の文脈において記載さ
れたものであるが、別々に提供可能なものであり、適合するあらゆる従属的組合せにおい
て提供されるものである。
【０１３８】
　本発明は、明細書、図面、発明の実施例によって示された順序の詳細や操作の段階の結
果や入浴システム及びその方法の実装に限定されるものではないと理解されるべきもので
ある。
　明細書中に言及された特許又は特許出願についてのすべての公報は、それらがここに特
定的かつ個別的に示されて組み入れられた限度において、この明細書についての参考文献
としてここに組み入れられたものである。さらに、この明細書における参考文献の引用又
は識別は、本発明に対する先行技術として利用可能な参照情報であることを承認したもの
として理解されるものではない。
【０１３９】
　本発明は、特定の実施例と具体例とを関連付けて説明されたものであるが、それらは例
示のために示されたものであり、それらにより限定されるものではない。さらに、当業者
にとっては、多くの代替選択、修正、及び変化が、明白に生じるものである。従って、請
求項及びそれらに均等な本発明の概念及び視座に相当するこれらの代替選択、修正、及び
変化は本発明に包含することを意図するものである。
【図面の簡単な説明】
【０１４０】
【図１】本発明によるマルチポジション支持装置の概略図である。
【図２】本発明による調整可能な長さを特徴とするマルチポジション支持装置の概略図で
ある。
【図３】本発明によるアームレストの概略図である。
【図４】本発明による典型的な好適角度の概略図です。
【図５】本発明による最高水位流出入装置の概略図である。
【図６】本発明による可動背部支持部の概略図である。
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【図７】本発明による手動操作されるマルチポジション支持装置の概略図である。
【図８】本発明による１つのエンジンを備えたマルチポジション支持装置の概略図である
。
【図９】本発明による１つのエンジンを備えたマルチポジション支持装置の別の概略図で
ある。
【図１０】本発明による２つのエンジンを備えたマルチポジション支持装置の概略図であ
る。
【図１１】本発明による２つのエンジンを備えたマルチポジション支持装置の別の概略図
である。
【図１２】本発明による１つのエンジンを備えたマルチポジション支持装置の概略図であ
る。
【図１３】本発明による１つのエンジンを備えたマルチポジション支持装置の別の概略図
である。
【図１４】本発明による１つのエンジンを備えたマルチポジション支持装置の別の概略図
である。
【図１５】本発明によるマッサージ装置の概略図である。
【図１６】本発明によるマッサージ装置の別の概略図である。
【図１７】典型的な先行技術における板バネ（リーフスプリング）部である。
【図１８】別の典型的な先行技術における板バネ（リーフスプリング）部である。
【図１９】本発明における新規の覆われたバネ部の概略図である。
【図２０】本発明における典型的なバネ部表面である。
【図２１】本発明による水噴出部表面を備えた典型的なマルチポジション支持装置である
。
【図２２】本発明による水噴出部表面を備えた別の典型的なマルチポジション支持装置で
ある。
【図２３】本発明によるマルチポジション位置支持ジャグジー装置の概略図である。
【図２４】本発明によるマルチポジション位置支持ジャグジー装置の別の概略図である。
【図２５】本発明によるマルチポジション支持ジャグジー装置の別の概略図である。
【符号の説明】
【０１４１】
　１０，２０１　マルチポジション支持装置
１１，３０２　背部支持部
　１２，３０６　腕支持部
１３　背部－着座部角
１４，２０２，３０４　着座部
１５　着座部－脚部角
１６，２０４　脚支持部
１７，２０６　足支持部
１８　脚部－足部角
１９，２２０　基部
２１　モーター
２３，２４，２５，２１４　エンジン
５２　水槽
５３　温度センサー
５４　ポンプ
５５　逆給水管
５６　パイプ
６０　背部支持枠
６１　スライド
６２　背部支持枠
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７０　レバー
１０１，１０２，１１０　エンジン
１０３　軸
２１０　伸展部
２１２　車輪
２１６ａ，２１６ｂ，２１６ｃ，２１６ｄ　旋回軸（ピボット）
２２２，２２４　ロッド
３００　マルチポジション支持ジャグジー装置
３１０，３１２　接続部
３１６　スプリンクラー
３２０　基台装置
４０８　支持領域

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】
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【図１８】

【図１９】
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【図２１】 【図２２】
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